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あらためて、剣道具を考える 
                百鬼史訓 、中村民雄、森下捷三、大保木輝雄

剣道専門分科会会長挨拶　　巽 申直
平成24年度 日本武道学会第45回大会　剣道専門分科会企画フォーラム

中学校武道完全必修化，一年目の教育現場からの報告 
～剣道専攻経験教師、未経験教師、の2例～ 
　　　　　　神吉哲寛、鈴木邦弘、有田祐二
会計報告　　事務局だより
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平成24年度 日本武道学会剣道専門分科会研究会
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会員の皆さまには、日ごろから剣
道専門分科会の活動に多大なるご
協力を賜り、厚く御礼申し上げま
す。 
　 日本武道学会は、創立45周年迎
え、昨年度と今年度の大会を記念
事業と位置づけ、筑波大学で開催
される第46大会では第1回国際武
道会議が企画されています。この
大会には、大韓武道学会（韓国）、
International Martial Arts and 
Combat Sports Scientific Society 
（ポーランド）、Forum for Budo 
Cu l tu re （ハンガリー）、In-
ternational Association of Judo 
Researchers （U.K.）、Archives 
OF BUdo （ポーランド）等の団体
からも参加があるようです。 
　近年、世界ではMartial artsに関
する研究が盛んに進められていま
す。これからの私たちは、武道の
固有性を大切にすると同時に、世
界の動向を見据えることが極めて
肝要かと思います。内向きから外
向きに思考していくことが、より
一層求められているように思いま
す。国際武道会議のような機会を
契機に、諸外国の研究者との研究
連携がますます推進されることを

期待しております。一方、国内に
目を向けますと、平成24年度から、
中学校体育科における武道種目が
必修化され、スタートしました。
文部科学省の調査によれば、全中
学校の64％に当たる約6800校が柔
道を実施。それに対し、剣道の実
施率は30％程度と報告されていま
す。今後も剣道実施率を継続的に
把握しながら、社会が剣道に期待
する内容に少しでも改善が図られ
ていくようにと願う次第です。 
　 昨年度の研究会では、一年目の
教育現場からの報告として剣道専
攻経験教師と未経験教師からの貴
重な剣道授業の事例が報告されま
した。今後の剣道専門分科会の活
動では、提起された課題を共有し
ながら現場の教員へ支援できる形
で発信してくこと、さらに、モデ
ル的な授業事例を数多く示し、現
場の体育教員が他の運動領域の指
導と同様に剣道の指導が可能にな
るようにしていくことが求められ
ていると思います。 
　また、先般、文部科学省から「体
罰の禁止及び児童生徒理解に基づ
く指導の徹底について（通知）」
が各都道府教育委員会等に通達さ

れました。体罰に関する解釈・運
用の周知を図り、適切な指導の必
要性を求めています。しかしなが
ら、指導力の徹底を図るだけでは、
この問題は解決しないかと思われ
ます。運動部活動における体罰は
何故発生するのか、どのようにし
ておこったのか等々の原因究明に
科学的なアプローチを加え、何よ
りも未然に防止する方策を講じる
必要性があります。さらに、武道
については安全性も危惧されてい
ます。剣道においても対岸の火事
とせず、安全に対して十二分に対
応した指導法等の再検討は喫緊の
課題であろうかと思います。事故
は起こるべくして起こると考えら
れます。軽い小さな事故や、事故
に至らない潜在的な危険を軽視し
たり見落とさないことが大切です。
そのための未然の防止策をどう講
じていくかが課題となります。 
　 今年度も、以上のような新たな
課題を抱えた状況での活動になり
ます。会員の皆さま方のご健勝と
ご活躍を心から祈念申し上げます。

会 長 挨 拶

巽  申 直（茨城大学）
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司会（大保木）：本日は、剣道分科
会以外の方からも大勢ご参加頂きま
してありがとうございます。今年度
から中学校では武道が完全必修化さ
れましたが、剣道が持つ文化性など
必修化以前から我々が当たり前だと
思ってやってきたことを注目して、一
昨年は「礼法」、昨年は「海外を通
じて見た剣道」という内容で開催し
て参りました。そのような流れの中
で剣道具のことについても、国際的
な場面や必修化に伴い、様々な有り
様が出てきています。今回はあらた
めて、剣道具について考えて行きた
いと思います。 
本日のパネリストは、福島大学の
中村民雄先生、日本武道学会会長・
東京農工大学の百鬼史訓先生、そし
て全国剣道具職人会代表の森下捷三
先生でいらっしゃいます。このお三
方からご講義を頂きまして、最後に
質疑応答の時間を設けたいと思いま
す。講義の前に、この会の巽会長よ
りご挨拶頂きたいと思います。 !
巽（剣道専門分科会会長）：こんに
ちは。本日はご多忙の中、このよう
な企画に対し、大勢お集まり頂いた
ことに改めて御礼申し上げたいと思
います。 
 今年度は「あらためて剣道具を考え
る」というテーマでございます。本
日、お三方の先生にはご多忙の中、

講師をご快諾頂きまして心より御礼
申し上げる次第でございます。 
　 武道の必修化に伴い、とくに柔道
の安全性などがマスコミなどでとり
あげられております。剣道を知らな
い人間からは、剣道に対しても安全
性を疑問視される声が聞こえます。
剣道具の安全性はどのようになされ
ているか、男女必修なので、女性か
らは衛生面が気になるという声が聞
かれます。そういう中で我々は、
様々な正しい情報発信と説明責任が
求められております。 
話は変わりますが、私の剣道人生
の中で、防具に見られる変化が2点あ
るように思います。１つは、頑丈で
確実に身を守る機能を重視していた
点から軽くて動きやすいものへとシ
フトしているように感じます。この
ような防具の軽量化に関してまして
は、今後ますます助長されるように
感じますが、安全面に関しましては
これでいいのかという声も聞こえま
すので、学会としては防具の安全性
基準に対して何らかの提言ができた
らと考えております。もう１つは、
我々には1つの防具を「一生使うも
の」という価値観があったのです
が、学生などを見ておりますと、2
組、3組さらに4組と複数所有してい
るのを見ます。また修理はせず使い
捨て的な傾向が見られます。防具＝
使い捨て＝消耗品になっているのか

と受け止めています。実際、かつて
の大学では備品として扱われていた
のですが、現在は消耗品として扱わ
れております。消耗品という考えに
なれば、ますます、より安いもの
を、という傾向が強まると思いま
す。それに伴い安全性はどうなのか
という懸念もございます。 
　 私的な意見を述べましたが、これ
から剣道具に関して将来的にも継承
されるべき点なども含めましてお三
方にお話し頂きます。また、武道具
関係者にも多数お集まり頂いており
ますので、本日の成果のある議論を
期待しております。宜しくお願い致
します。ここからは埼玉大学の大保
木先生に司会をお願いしたく思いま
す。 
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日時　　　：平成24年9月7日（金）14：00～16時30 
会場　　　：東京農工大学小金井キャンパス 
パネリスト：中村民雄（福島大学） 
　　　　　：百鬼史訓（日本武道学会会長・東京農工大学） 
　　　　　：森下捷三（全国剣道職人会代表） 
司会　　　：大保木輝雄（埼玉大学） !
※本稿は、武道学研究第45号3巻にすでに掲載されておりますが、剣道専門分科会のみご所属の会員もおられま
すので、武道学研究編集委員長の了承のもと、本誌においても掲載させていただきます。
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大保木：皆さまこんにちは、埼玉大
学の大保木でございます。司会進行
を努めさせて頂きますのでどうぞ宜
しくお願いします。 
最初に、中村先生より「剣道具の歴
史研究から」で20分、百鬼先生より
「剣道具の実証的研究の立場から」
で20分、最後に森下先生から「剣道
具製作者の立場から」ということで
30分ご講義頂き、休憩をはさんだ上
で質疑応答に移りたいと思います。 

それでは中村先生、どうぞ宜しくお
願い致します。 !
中村（福島大学）：お手元に資料が
ございますのでそれに沿って進めた
いと思います。 
　 その前に、今から数年前、野坂昭
如の『火垂るの墓』という映画が上
映されました。この原作には昭和16
年と20年に剣道シーンが2ヵ所出て
くるのですが、同級生の今は亡き高
橋清司君と剣道の道具と服装などど
のようにしてそのシーンを撮影すれ
ば良いか、夏休みの1カ月ほど色々議
論をしました。とくに昭和16年段階
の道具を集めるのに非常に苦労しま
した。面布団が今のように長くなく
て肩の線までしかなかったのと、関
東で小学校5・6年生～中学生あたり
に流行していたのが、初心者用の道
具として、面の縦金のところに皮で
蝶結びがしてあるのです。そうしま
すと面金の縦金の所に通さなくて良
いため、速く紐が結べるという簡易
的なものがありました。それを探す
のに一苦労しましたが、それを使い
ながら昭和16年と20年、多少成長し

ているわけですけど、主演の吉武怜
朗君に振りつけの指導をさせてもら
った覚えがあります。 
　 お手元の資料（「防具（剣道具）
の歴史」『剣道時代』通巻344号、
平成13年2月）の特に絵や写真を中
心に見て頂ければ、変遷が良くわか
ると思います。 
　1枚目は「防具」という言葉の由来
を記載させて頂きましたが、ここは
端折らせて頂きます。 
　 2枚目の方に移ります。剣道具の発
生です。最初から面・小手・胴・垂
がセットになっていたわけではな
く、流派によってばらばらに出てき
たわけです。早いところでは1660～
70年あたりから出てきます。12ペー
ジの真ん中の段の右から４行目あた
りに、寛文3年（1663）の2月に神谷
傳心という直心影流のルーツに繋が
っていくのですが、その神谷傳心か
ら出された伝書の中に、「他流ニテ
ハ稽古之節、皮具足、面顋サマサマ
道具ヲタヨリ稽古ス」という文章が
出てきます。その頃の皮具足・面顋
とはどんなものかと思い裏付けとな
るものを色々と探しましたところ、
菱川師宣の『千代の夕鶴』という木
版本があり、そこに出てきます。こ
れはタンポ槍を持った若者と薙刀で
対応している絵ですけれども、面金
を紐でくくった面と垂付き胴、これ
はおそらく竹で作られた竹具足だと
思いますが、そういう絵が出てきま
す。この絵から察するに、その頃か
ら剣道具がちらほら出てきたのだろ
うと言う事がわかります。道具の事
について非常に有名な先行書は、下
川潮さんの『剣道の発達』がありま
す。その中に、槍術用の道具と剣術
用の道具の性質から言って、おそら
く槍術の方が先じゃないかという論
が展開されています。いずれにしても
面とか胴は槍術用の稽古道具の方が
早くから使われていたのではないか
と言われています。 
　次に3枚目に移ります。13ページに

なりますが、これはまた100年ほど
時代が下りますが、1770年頃になり
『芸術武功論』という本の中に、タ
ンポ槍を持った絵が出てきます。こ
の場合は面布団がついています。突
垂のところも、突き垂れという形よ
りも喉をぐるっと覆うようになって
います。その左側に出てくるのが風
伝流の面ですが、これは面金の顎と
同じ幅の大きな突垂がついていま
す。突くという動作からすると、体
の正面や前面を防御するという意味
での道具は、槍術の方が早くから強
固なものが作られたのではという予
測ができます。 
　 13ページの下に、これは福島県立
博物館に保存されていますが、文化9
年（1812）とさらに時代は下ります
が、『日新館武芸稽古図・槍術』で
す。少々見づらいですが、面と垂付
き胴をつけています。このような槍
の道具を見てもどれも小手はつけて
いません。小手という記述や絵が見
つからないことに注目して頂きたい
と思います。 
　 4枚目の14ページに移ります。先
程、直心影流の話が出てきました
が、剣術の方はどうなのかといいま
すと、私も直心影流が分派していく
過程を追っているものですから、そ
の関係の伝書史料を見ますと、山田
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平左衛門光徳から長沼四郎左衛門国
郷に繋がっていく中で、その流れを
詳記した『兵法伝記註解』の中に、
次のような記述が出てきます。山田
平左衛門光徳は18歳の時、木刀によ
る試合で怪我をし、その後剣術を一
時中断していました。32歳の時、高
橋弾正左衛門（前述、紙屋伝心の後
継者）の流派で「面・手袋アリ而怪
我ナキヤウニ、身ヲシトミ稽古ス
ル」のを見て同流に入門したとあり
ます。「面・手袋」という表現が出
てくるので、どのような形態の道具
なのか絵も探しましたが、なかなか
これというものが見つかりません。
幕末期に狭川新陰流で使っていたと
いわれている道具が『仙台風俗志』
に載っていますが、面金を紐で頭部
にくくりつける形式、小手は今日の
ものに近い形式ですが、そのような
絵があります。部分的に付けていた
ものから、山田平左衛門から長沼四
郎左衛門の時には、槍術の竹具足や
身近にあった面や手袋をうまくミッ
クスし、改良しながら揃ったものを
製作していったのではないかと推測
されます。 
　 それが14ページの下の段のところ
に、『兵法雑記』という書の中に、
「兵法稽古之次第」の「吟味乱之
事」という項目の中に、「右真勝負
ニ至テハ面手袋小具足ヲ堅メ、互ニ
遠慮ナク勇気一盃ヲ尽シ入乱鍛錬ス
ベキモノナリ。」という表現が出て
きます。これが俗に言われます、竹
刀打込み稽古の裏付けになるのでは
と思います。所謂、面、小手、胴、
垂が完成して、現在、我々がやって
いる打込み稽古と道具の完成形態と
いうのが、この頃揃ったとみること
ができます。もちろん竹刀は袋竹刀
です。 
　 長沼の系統のそれぞれの流れが続
きますが、15ページを見てくださ
い。私は実物は見ておりませんが、
昭和6年に富永堅吾先生が当時全国を
回り、様々な流派の道具を筆写

（『諸流派武道具図絵』）されたも
のです。その中で直心影流の道具が
載っています。上に面があります
が、面金の部分は竹製で、面布団の
顎の部分は全く付いていません。胴
は平竹の竹具足です。それから小手
と袋竹刀、もちろん木刀もあります
が、このような道具が出てきます。
当時、国郷から綱郷そして忠郷、さ
らに本家の四郎左衛門徳郷に返流す
るのですが、直心影流で打込み稽古
をする際、突きの部分がありませ
ん。当時は上段から打下ろす、つま
り両手で上段に構えて振り下ろすの
で突きがありません。ですからその
ような使い方をされていたのではと
思います。これは関東の流派の特徴
なのか直心影流の特徴なのか断定で
きません。 
　 次の16ページに移って頂きます
と、有名な『北斎漫画』に出てくる
道具の図です。左下に面が横になっ
ていますが、突垂れがついていませ
ん。これは江戸にあった流派の特徴
なのか全国的な傾向なのか不明です
が、突垂れがついていない（突きと
いう技自体が限定されます）ので、
こういう道具がある意味主流だった
ことが見てとれます。 
　 次の17ページですが、大石神影流
の大石進が五尺余りの長竹刀で江戸
に出てきて、各地の名だたる道場を
こてんぱんにした記録が残っていま
すが、これも彼自体が槍術を行って
いますので、いわば手槍のように竹
刀を使って、胴切りと突きを得意と
したわけです。そうしますと突垂れ
がない江戸の流派はやられてしまう
ことが裏付けされています。彼は天
保年間に江戸に出てきますから、江
戸に残っている流派や道具もそれを
機に突垂れがついてくるのです。有
名なのは、高野佐三郎の『剣道』と
いう本の口絵に、突垂れがついた竹
具足があります。17ページの下にあ
るのが、会津の山奥の伊南村という
ところで発見された民間の道具で

す。面は竹ですが、突垂れがきちん
とついています。それを考えます
と、この頃から定着したと考えられ
ます。それと併せて考えますと、突
き技も広まったと推測されます。ま
た、直心影流の構えが上段から中段
に変わっています。上段も残ります
が、主流は中段に変わってきたの
で、突きに対する防御の突垂れもつ
いた物へと変わってきたことが考え
られます。 
　 次の18ページのところに、江戸の
道具屋の話です。江戸の道具屋も東
海道の愛宕山の麓の辺りとか、上野
に来るに武具甲冑などを販売する店
がたくさんありましたが、それだけ
では食えないものですから、それら
の修理や剣道の道具も作成・販売す
るようになりました。上の絵にぶら
さがっているのが剣道の道具になり
ます。下の写真は、持ち運びに便利
なので出稽古などに重宝されたよう
で、鳥取の竜泉寺というところに保
存されているものです。面金はこの
時代、鉄で14本ですが、布団は肩の
線までしかありません。 
　 幕末から明治に入ると、今日と同
じように試合、出稽古が盛んになり
ますので、持ち運びが便利になると
ともに、胴も内側が竹で外側が皮と
いう現在の形態に近いものになりま
す。ただし、丸みが少ないのと小胸
持出しは明治に入ってから作られる
ようになります。小手の筒は寸胴で
すが、これに切れ目が入ってくるの
も昭和に入ってからと言われていま
す。 
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　 そのような流れの中で、もっとも
新しい面というのはルール上でも認
められている顔の見える面ですが、
普及度はいまいちですよね。 
これから剣道の道具がどのように変
わっていくのか、世界中に広がれば
広がるほど、安くて質の良くないも
のが広がるのか、今までの我々の文
化や歴史がどう変わっていくのか。
変えて欲しくない部分と変えざるを
得ない部分も出ますが、私は歴史と
ともに道具がどのように変わって来
たのかという視点で様々な史料を集
めていますので、本日はそのお話を
させて頂きました。ありがとうござ
いました。 !
司会：中村先生、どうもありがとう
ございました。引き続き、百鬼先生
の方から「剣道具の実証的研究の立
場から」お話を頂きたいと思いま
す。宜しくお願いします。 !
百鬼（東京農工大学）：私は、長
年、剣道用具の安全対策ということ
で、全日本剣道連盟の剣道医・科学
委員のメンバーとして努めさせて頂
いております。 
　 昔は剣道用具委員会という名称で
したが、最近は剣道医・科学委員と
いう名称になっております。そのよ
うな関係で、現代剣道の歴史もあり
ますが、剣道具の安全性という観点
からお話ししたいと思います。たく
さんのデータがありますが、20分で
はなかなか難しいので概略をお話し
させて頂きたいと思います。 
竹刀及び剣道具の規格についてで
すが、現在は海外生産がすすんでお
り90％以上を占めております。台湾
の桂竹という竹を使用して竹刀は作
られています。生産は中国になりま
すが、それが日本に入ってきていま
す。剣道具に関しても先程、50％く
らいかな思っていたら、この後に講
義される森下さんにお話をお伺いし
たら、こちらも90％以上が海外生産

とのことで、私も驚きました。 
　 中国がメインですが、日本ではな
く大半が外国で製作されているのが
実態です。コストの問題もあります
が、日本で製作に携わる人も少なく
なっているそうです。全日本剣道具
職人会のトップである森下さんか
ら、後で嘆きが聞かれると思いま
す。 
もうひとつ、今は、道具で事故が
あった場合は責任が問われるという
ことです。あとは海外の剣道人口が
増えていることもあります。我々の
立場からしますと、これまで販売さ
れてきた剣道具を基準としながら、
粗悪品や欠陥品を排除する方向でい
ます。「ＰＬ（product liability）法
＝製造物責任者法」が1995年に施行
されました。これにより事故が起こ
った場合、剣道用具に責任があるの
か、あるいは個人に責任があるのか
問われることになりました。剣道具
の業者関係では、こちらに通産省の
委託調査として製品安全協会が、
SG(safety goods)マークというのを
出しています。防具の安全性に関す
る調査・研究を行うということで第
２分科会というのができまして、剣
道関係者が集まりそこで色々検討さ
せて頂きました。私はそこの会長を
させて頂きました。ということで、
1995年から約3年間かけて検討され
たことを基にしまして、それをベー
スにしながら武道関係業者を中心に
して「竹刀及び剣道具の規格」とい
うものが作成されました。この冊子
は全日本剣道連盟の方から、有料で
販売されております。 
その内容ですが、適応範囲や名
称、規格基準、寸法、品質、材料、
試験方法などが決まったわけです。
たとえば試験方法について説明致し
ます。面金に竹刀の先端部が入って
しまい眼窩部を傷つけたということ
です。実は失明に至った人もいるわ
けです。それは面金が開いてしまっ
たわけです。面金の上から６本目と

７本目の間は広く出来ております。
それは、物見と言いますね。台輪部
に横金をカシメてありますが、ここ
が劣化しますと危険になります。当
時、面金製作の会社は3社しかなかっ
たのですが、会社によって寸法が違
っておりました。この物見部の幅や
面金の直径などを検討するために、
検査方法として、このような試験器
を作りまして、上からオモリを落下
させ、面金が開くかどうかで安全性
について検討し基準を作りました。
また、面布団については、上から鋼
球を落下させ、布団の下に置いた荷
重計により緩衝性の比較を行い安全
基準を設けました。さらに、胴につ
いても測定方法を決めまして、上か
ら鋼球を落下させた時に胴が下にど
れだけ沈むかなどという検査方法も
決めました。しかし、残念ながらせ
っかく作った基準を業者が遵守して
いるかと言われればそうではありま
せん。中学の武道が必修化になり、
剣道具の汎用化ということで安価な
ものが中学校現場に入っていると聞
いていますが、これらの安全基準が
満たされた剣道具かと言えば疑問で
す。今後、我々もそれらの検査をし
ていく必要があるかと思います。 
本来であれば、ＪＩＳマークのよ
うにＳGマークをつければいいので
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すが、検定制度を活用していないと
ころが問題です。そのあたりのこと
をきちんとやっていかないと思わぬ
事故が起きたりします。安価であれ
ば良いということになると、形だけ
は似ているが剣道具モドキのものが
勝手に作られてしまう恐れがありま
す。このことは。将来大変なことに
なりかねないと思います。 
さて、私のこれまで行ってきた剣
道具の研究について紹介します。先
程、面金のことをお話ししました
が、落下試験などを行って面金の安
全基準を決めることをしてきまし
た。例えば物見の間隔を15ミリメー
トル以下以下にしました。まずはこ
れを決めた上で、次に竹刀について
検討しました。竹刀の先端が細かっ
たら面金の間を通ってしまっては意
味がありませんので、竹刀の先端の
最小幅も決めたわけです。どのくら
いの力がかかっているかを把握する
ために、小学生から大人まで打突に
よって生じる衝撃力のデータを200人
ほど取りました。 
　 このような打撃力波形が出現する
のですが、ピークが高く、そして力
積（力×時間）になります。力学の世
界では力積（＝衝撃力）を問題にし
ます。この図のグリーン線が木刀の
打撃力、赤が竹刀による打撃力波形
です。竹刀の方が力積は大きいわけ
です。ところがピークは木刀のほう
がはるかに大きいことが分かりま
す。瞬間的に衝撃力が発生するわけ

で、瞬時に骨折させてしまう訳です
ので、両方の値を分析する必要があ
ります。例えば突き力ですが、約
150kgfなどと分かりやすく表示して
います。これは学生の数値ですが、
技によってどれくらい力がかかるか
表示しています。 
　 これは二刀流の小刀の重量を決め
ようという時のデータです。日本で
有名な八段の二刀の先生がいらっし
ゃいます。最初はものすごく太くて
重い小刀を使っていらっしゃったの
ですが、相手の方は打たれるとすご
く痛がっておりました。それくらい
ダメージが大きかったのです。そう
しますと、危険防止という観点から
問題となり重さの上限を決めること
になりました。この考えは、今後、
もし２ｍくらいの大男が１㎏の竹刀
をぶんぶん振りまわし始めたらどう
なるかと問題となります。それを考
えますと将来には大刀の上限を設け
る時代がくるかもしれません。 
そのような背景も勘案して、安全
基準を設ける必要がありました。そ
こで、まず打突によりどのくらいの
力が発生しているか測定をいたしま
した。小学生から大人までの打撃力
数値を測定し、統計的に処理をして
基準を設定いたしました。これは胴
の場合の装置ですが、同一条件（強
さ）で打撃し、様々な素材の胴につ
いて緩衝性を比較いたしました。こ
れは突き力発生装置ですが、今後、
突きの危険性について警鐘を鳴らし

たり、指導上留意するようにしなけ
ればなりません。これまでに、竹刀
先が突き垂の下から喉に直接入り亡
くなった方もいらっしゃいました。
また、すぐに病院に運ばれ助かった
方もおられます。先程、お話にもあ
りましたように、突き垂と用心垂は
一体的に動きますから、もし顎が上
がったら喉の部分は無防備で何もな
くなるわけです。そうなりますと打
撃姿勢が悪ければ悪いほど顎が上が
り、迎え突きをするような状態とな
り大変危険です。ですから、突き垂
が上がった場合には、用心垂は垂直
に下がるようにする構造が必要であ
るということも検討されました。そ
れから、面・小手布団の場合、この
細かい刺し目ほど、またミシン刺し
のものほど緩衝性は低いということ
が分かりました。手刺しで荒い刺し
目の方が緩衝性は高いわけです。
昔、持田先生が、指導者は子供を指
導する際は、手刺しで荒い刺し目
（２分５厘刺し）のものを使った方
が良いと、武道具屋さんにお話して
いたそうです。あまりこういうこと
を言うと商売の邪魔になるから嫌わ
れるかもしれませんが、ミシン刺し
は硬くて良いように思いますが、身
体に直接的に力が加わり易いので、
内側にクッション材などを入れるこ
とを薦めします。 
　 剣道の指導の場合は、上手に打た
せることが大切なので、指導者は自
ら自分の身を守る必要性があるとい
う裏付けデータになると思います。 
それから、1回の打撃について頭部
（脳）に対する衝撃力がどれくらい
か測定しようと考え、自動車用衝突
ダミー人形に面を装着して打撃実験
を行いました。これまでの貴重なデ
ータである頭部耐性曲線（JARI）を
元にして検討いたしました。白いラ
インの上側にある場合には脳震盪を
起こす、そして、赤いラインの上側
では骨折が起こるということです。1
回の打撃の平均加速度からして脳へ
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の障害が発生することは全く心配が
無いという結果でした。しかし、製
品安全協会の会議において、脳外科
のドクターから脳坐傷などを引き起
こす可能性は低い衝撃力でも、連続
的・継続的に衝撃を受けていると、
神経突起に変化が起こりボケ症状に
似た症状が出てくる場合もあるとい
うことをお聞きいたしました。少々
気になるお話でした。 
　 これは最近のデータですが、実際
に面を打たせた時、頭部のどこに衝
撃が加わるかというデータです。こ
のデータは実際に面を作る際に、ど
こを重点的に強化すればいいかとい
うことを検討するための実験です。 
以前、京都大会に行った際、武専
の先生が使っていた面についての話
をお聞きしました。面布団の前が膨
らんでいる面で、そこをイセと呼ん
でおりました。今は、イセがある面
の方が少ないみたいですね。この図
は、面打撃による前頭部への力と頭
頂部への力を示しますが、圧倒的に
前頭部に大きな力が加わっているこ
とが分かります。したがって前頭部
に加わる力を緩衝することを考えて
いく必要があります。基本的にイセ
の部分があったほうが、衝撃力を吸
収できるということが分かりまし
た。ここを強化すればいいわけです
が、イセのあるほうは、面ぶちの下
に面布団が同じ厚さで縫い込んであ
りますが、イセのないものは布団の
厚さを薄くして縫い込んであるた
め、同じ力がかかると衝撃が強くな
ることを理解する必要があります。 
もう一つは、剣道家の難聴の問題
です。私自身も剣道難聴になってお
りますが、耳に優しい剣道具という
テーマでも考えてみました。このよ
うに遮音ボックスというものを作っ
て実験を行います。その外側の部分
に置く面布団も様々な種類のものを
使い、外側から音を出して内側で音
を受けて、その時の音の遮音率の相
違を検討してみました。実際に100％

防音は無理で真空状態を作らないと
できません。低い音は、ほとんど聞
こえています。剣道の場合は、１kHz
以上の周波数の時に最大の音圧とな
っています。これはダミー人形頭部
の耳の位置に穴をあけ、中にマイク
ロホンを仕込んでおきます。外側か
ら密閉します。それに面をつけた状
態で音を発生させ、布団の種類によ
りどれだけ遮音率に違いがあるか検
討してみました。ミシン刺しと手刺
しではやはり違いは明白で、手刺し
のほうの遮音率がかなり高いという
ことが分かります。つまり、布団の
含気率が高いほど遮音率は上がるこ
とが証明されています。実際に掛り
稽古の音、周波数レベルに応じて行
います。人の声は0.8khz前後です
が、気合いは１～1.5khz、竹刀の打
撃音は4khzです。やはりソルボセイ
ンを一枚入れると遮音率はかなり上
がることが分かります。これも空気
が含まれる手刺しのほうが、より遮
音率が高いことが分かりました。こ
れはダミー人形頭部に面を装着して
測定したデータです。遮音ボックス
の実験と同じような結果が認められ
ました。どうも含気性の高い手差し
布団は、衝撃力の吸収性が高いだけ
でなく遮音率も高いようですね！ 
先程結論を申し上げましたが、剣
道具についての検定制度はかなり以
前に作ったにも関わらず、実施され
ていません。中学の武道必修化に伴
い、今後ますます、海外から安価で
剣道具もどきのものが輸入され学校
現場に購入されると、思わぬ事故が
起こる可能性があります。そうなら
ないためにも、安全基準を遵守して
いく必要があります。そのためにも
安全マークをつけるなどの何らかの
制度が必要になります。日本のみな
らず剣道の国際的普及のためにも国
際規格を作る必要があります。現
在、日本にしかこういうものはない
ので、これを国際規格として認めて
頂くことが必要でしょう。日常的な

緩衝性に配慮した剣道具を使用する
ことが大切であることを提言したい
と思います。 
　ありがとうございました。 !

(休憩) !
司会：それでは、森下さんからお話
し頂くことに致します。宜しくお願
い致します。 
森下（全国剣道具職人会代表）：皆
さま初めまして。名古屋から参りま
した森下でございます。先生方のよ
うにお話をするのが本職ではなく、
皆様の前でお話することに不慣れで
ございますのでご迷惑をおかけする
かもしれません。お話しさせて頂く
内容をプリントで配布させて頂いて
おりますが、あまりにかけ離れた場
合お声がけ頂ければと思います。宜
しくお願いします。 
　 先程、百鬼先生がお話されました
面金突入事件の時に、大阪までお越
し頂きましてそこで初めてお会いし
ました。その際、「いくら伝統的な
ものづくりである防具といえども、
具体的なデータは必要だよ」という
お言葉で、それ以降、面金の物見の
間隔など研究するようになり、現在
の竹刀のSSPシールにまで発展してい
る次第で、おかげさまで事故率が急
速に減り、ひとえに先生のご指導の
おかげと、業界一同感謝申し上げて
おります。 
今回のテーマ、武道具必修化に伴
う剣道具の安全性に関し製造者の立
場からどう考えるか？ということで
すが、納入された剣道具の仕様書と
いうのは地方自治体の手で作られ、
おまけに入札制度で非常に安価で短
期間に大量納入を要求されまして、
どうしようかと思っているうちに期
日が過ぎてしまい、納入された正課
用の防具がどのようなものか見る機
会も逃してしまいました。果たし
て、身を守られるもので、丈夫で、
長持ちとの条件をどれくらい満たし
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ているのか、皆目見当もつきませ
ん。 
我々、日本で「ものづくり」に携
わる人間は、剣道具とは「防具であ
る」という考えのもとで作っており
ます。まずは面。打撃について、百
鬼先生が1800ニュートンという具体
的な数値を出されましたのでそれに
対応致しまして、竹刀で面を叩いた
時の高段者と四段の方の衝撃力の分
布をデータ化しました。上が愛知県
警の東良美八段の波形で、下が四段
の先生です。ミネベアという会社の
ピ－クホルダーという装置を使いま
して、目前に小手布団を設置して同
じ竹刀で同じ場所を叩いて頂きまし
た。そうしますと東八段は、1ミリセ
コンド（1/1000秒）の間に衝撃力が
ピークに達し60数キロの数値を叩き
出しました。かたや四段の選手は小
さい衝撃が長い時間続きます。高段
者の場合は瞬間的にピークに達しピ
ンポイントでものすごい衝撃がくる
ので、面布団の表面の刺し目を、少
し小さくしますと表面が固くなりま
す。ピンポイントでくる衝撃に対し
て広い面（面積）で受けてやると、
このような衝撃はある程度緩和でき
るのではと思います。他方、正課用
の防具なのですが、初心者のピ－ク
値は１１キロくらいとわずかです。

しかし長時間にわたります。ぼわん
とした衝撃が長時間続くので、もう
少し布団の芯材を柔らかくして、厚
みを増やすことによって衝撃を逃が
してやろうと考え、そのような芯の
構成で作ってまいりました。 
これは芯使いの構成を百鬼先生に
検査して頂いてるところなのです
が、初心者用の防具で、先生が例の
イセの研究をされました時に、京都
武徳殿で面作りの実演をした折のも
のです。表面のここを少し柔らかく
しており、中間の青い部分で衝撃を
受けようということで強い衝撃が来
た時に衝撃を分散させ、下の部分は
柔らかい素材を使用し、初心者から
中級者対象までは、この芯使いの構
成をしております。 
　 次に竹刀。我々が今、憂うること
は、最近の剣道具業界の中には、専
門知識が欠けているところもあり、
剣道具の将来に危機感を感じており
ます。たまたま竹刀メーカーの営業
員が来て、握る根元の柄部分吟面
（表面）のところが削ってある所
を、「どうしてここは削ってあるの
か？」と聞いたら、「竹刀というの
は昔から、真竹や桂竹など様々な竹
の種類があるから、竹の種類によっ
て違う」と言いました。が、それは
なぜ柄部分が削ってあるのかという
答えにはなっていないと思います。 
日本の竹刀というのは主に真竹で
構成されています。竹の表面は非常
に固く内側になると柔らかくなりま
す。　吟面(表面)を落としてやること
により、少々柔らかくなります。そ
うすると叩く側にもしなりが感じら
れ、衝撃を逃がしてくれるわけで
す。叩いた方の右手にも負担がかか
らないという考えの下に、竹刀職人
がここを削っているわけです。　　　　 
画像を合成してみるとＳ地型に曲
がっておりますが、叩いた方の衝撃
をも軽くするのにこのような工夫が
こらされているということが判りま
す。 

突いた時の力と言うのは、我々は
正しい測定器は持ち合わせていませ
んが、目安をつかむ必要があると考
え、ヘルスメーターを置き、竹刀を
垂直に立て懸け自動車のジャッキー
で負担をかけましたら65キロくらい
で曲がってしまいました。　 先程の
東八段の握り極太竹刀でも最高82キ
ロくらいでした。それ以上は進みま
せん。そのあたりの具体的な数値も
必要でそれを今後の防具作りに反映
させなければいけないと考えており
ます。 
次に胴、胴で竹刀の衝撃を受けま
すが、これは俗に言う関東流の胴台
でこちらは関西流の胴台です。関西
流の胴は少し後ろが上に切り上が
り、関東流は寸胴の胴です。 
　 今は、竹胴よりもプラスチックな
ど合成製品が多いですが、本来は竹
胴が基本、初心者用は竹を網代編み
で編んで、上と下を生革（キカワ）
という面縁革と同じ種類の革で閉じ
ています。真ん中は糸も何も通って
おりません。　 初めてこの防具作製
業界に入った頃は全部が竹胴でし
た。今、日本でこの網代編みができ
る職人さんがどれ位いるでしょう
か？。　 
　 竹刀は真竹ですがこれは孟宗竹を
使用しています。真竹より孟宗のほ
うが少し弱く、吟面は少し落として
ありますので、先に胴竹がしなって
くれて衝撃を逃すという考えの下に
孟宗竹を使用し、(竹刀より)胴側を弱
くして作ってあります。 
これ（黒胴）も同じように、孟宗
竹を使用し、（吟面）竹の表面の一
番固い部分は削ってあります。です
から強い衝撃が来た場合でも、裏の
竹が折れて衝撃を吸収してくれるわ
けです。先に竹胴の一番下と上をキ
カワで閉じると申し上げましたが、
ここの閉じとここの閉じがしっかり
しているのが条件です。最近は価格
の高い胴がすぐぎしぎし音が出ると
いうクレームがつきますが、実は、
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ギシギシと音が出るということは、
衝撃を吸収している証拠なのです。
裏の竹が折れたというのならば別で
すが、音が出る＝ひずみ＝衝撃を吸
収するとご理解いただきたいです。
この黒塗り胴の場合でも、竹と竹の
間も接着剤など使用しておらず、琴
弦で閉じてあるだけです。ですから
細かいところ使用竹の材質まで変化
をさせて衝撃を吸収していることを
ご理解いただきたく思います。 
伝統美と文化性に関してですが、
使う素材というのはまず木綿、藍染
めをし布団を作ります。藍の染料に
は2種類あり、ランジョウとスクモが
ありますが、日本ではJapan　 blue
で有名なスクモで染めています。こ
れには薬効があります。剣道で怪我
をした場合、この藍をすりこめば絶
対に化膿しません。ですからわざわ
ざ色落ちがするように鹿革も藍染め
で剣道具を作っていますが、最近は
色が落ちる、下着まで汚れるとクレ
ームが来ますので、我々業者から見
ますと悲しいわけです。 
紺木綿で布団類を作製しますが、
強度が不足する部分に小手に使う鹿
革を重ねて使います。皆さまのお手
元に鹿革見本があります。最近は、
鹿革ではなく日本が世界に誇る人工
皮革クラリーノも使用します。これ

は細さが0.002mmと言われていま
す。この0.002mmというのは糸状で
は150kmの長さでもわずか１ｇで
す。ここから静岡あたりまででその
重さなので驚異的な軽さです。これ
を複雑に入り混ぜて人工皮革の状態
にしています。中にはこちらがいい
ということで使用している防具屋さ
んもあります。が、鹿革の利点はそ
れ以上の1000万分の15ミリという細
さです。これはコラーゲンなどが複
雑に混ざり、この細さが、浸水性と
保湿性を持っています。　 
これは日本のカメラメ－カ－がド
イツのカメラメーカーに対して優位
に立った原動力だそうです。その原
動力はこの鹿革でレンズを磨いた事
によるそうです。また楽器のピアノ
ですが、ピアノには細い弦が張って
あります。この音を消す木の部品が
あるのですが、その部品の裏側に貼
ってあるのがこの鹿革なのだそうで
す。その音を切ったり浮かせたりす
るのは、この鹿革でないとその感じ
が出てこないのだそうです。　 日本
の楽器メーカーの評価が上がったの
も、鹿革のおかげだとのことです。 
次に胸を作る牛革、6種類のサンプ
ルを持ってきました。最近の剣道具
の材料には、むむっ？という材料が
多いのですが、本来は牛革に漆を塗

って処理しますが、この中でもその
処理をしてあるのは数点しかありま
せん。 
胸を作る原型ですが、松本城に胸
の原型があります。武田信玄が一番
最初に牛革で作った胸を使ったそう
です。津田担善という名人の御弟子
さんに三枝弘煕という職人がおりま
して、その方は馬場欽司先生のお気
に入りの名人さんで、この胸飾りの
先端部分が下がっており、万一突き
が来たとき喉元に来ないようにする
胸作りの基本という事です。以前は
真ん中のこの部分には綿を入れて少
し膨らんでおりました。最近は平面
でべたっとした物が多いです。もと
もと武道具屋さんは、全国に色々あ
りました。先程の胴台も関東流、関
西流とありましたが、上の部分が張
り出して広くなっておりここが狭く
なっており、これが関西流の佐藤流
の胸だそうです。上の胸が関西流、
下が関東流、ここの開きで違いが分
かると思います。 
最近は、関西流が消滅し、下の関東
流にほぼ統一された感じです。 
この部分は蜀江と言います。燭光
とか仏壇の光(燭光)ではないです、三
国志の蜀の地方で作られた有名な織
物の模様を図案化されて作ったもの
だと言われております。以前我々が
作ったものは（これは佐藤流から借
りてきたもの（顎）です）よく見る
と（文様の）真ん中が膨れていま
す。昔はすべてこういう作り方をし
ておりました。なぜかと申します
と、突きをした際に、真ん中で衝撃
を吸収するためと聞いております。
これは先程の蜀江のルーツで奈良時
代からある文様と言われておりま
す。ですから歴史的に見ても我々が
大切に残していかなければならない
模様の一つだと思っています。 
サイズに移ります。剣道具にはい
ろいろあります。面金の高さは７寸
です。胴も上の平ら部分と、高さは7
寸です。これはその人の手の幅で
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す。ここからここまで少し切り込み
があります。この切りこみは、手の
指の長さから割り出します。 
また少々脱線しますが、手のひら
と中指の第2関節を足すと足のサイズ
になります。足の長さが最適な箸の
サイズです。防具のサイズはすべて
手を基準に割り出します。　　 
甲手飾りについてはこれが真ん中
の部分の横方向の飾り方です。これ
は甲の部分ですが4本指が並ぶように
するためです。これを反対方向に曲
げて頂きますと曲りやすいかどうか
わかります。　 先生方のなかには、
「高い金額を出して手刺しの高級品
を買ったので、縦方向にもこの飾り
がついて当たり前だろう」などとお
っしゃいますが、これは間違いで
す。 
これは三枝弘煕の小手で、数十万
もする高価な物ですが、中央部（縦
に縫ってある部分）は刺し子縫いと
申しまして、このように表から裏に
ただ縫ってあるだけです。それによ
り握り易くしてあります。このよう
な刺し方（中縛りと言います）この
止め方も非常にポイントになるとい
うことです。　 二の腕の筒の部分の
飾りもこの用法で、外側に曲がる曲
がり易さの為、二重鐶の中掬い（内
側を糸が通るので中掬いと言いま
す）というこの飾りを施します。 
どうしてこれがこのように戻った
りするかと言えば、糸の撚りを利用
しているわけです。 
昔の師匠は、「糸には撚りを掛け
て使う物」と口頭で教えて頂きまし
たが、今後は「なぜ撚りを掛けて使

うのか？」という理由や知識も伝承
する必要があると思います。という
のは、撚りをかければ必ずしも糸が
強くなるわけではありません。こち
らに黒い糸がありますが、これは刺
し糸で非常に強い糸です。しかし、
糸に撚りをかけると逆に切れやすく
なります。合成繊維の糸だからで
す。師匠から聞いたことをそのまま
鵜呑みにするのではなく、なぜそこ
に撚りをかけるかという、そこまで
追究する必要があります。 
従来は、親方から教わったことを
そのまま引き継ぐ形でした。その場
で「どうして？」と聞くと親方を否
定するという雰囲気があり、なかな
か聞くことができなかった壁があ
り、それが今の武道具屋の状況にま
で表れてしまっています。 
最近は防具の異常が目立つような
事態になっています。このように先
端の出っ張った顎は一時期は減った
のですが、最近また目立つようにな
りました。これは顎を突かれた時、
竹刀が右か左に流れます。そうしま
すと、竹刀が喉元に向かうわけで
す。しかもここが非常に狭くなって
いるのでその危険性が高くなってい
ます。 
三枝弘煕の作った面というのは顎
がほぼ真っ平です。これも衝撃を受
けた時に、少しでも衝撃を吸収する
ために蜀江の飾りでここを膨らませ
てあります。 
これは大人用のファイバー胴で、
こちらは子供用のファイバー胴で
す。これは子供用の某国産の胴で
す。この外側の高さなのですが、子
供用と大人用と同じ高さになってお
ります。これに小胸が付いた時に、
小胸の部分が上に上がり、胸が反り
ます。付けた場合胴が反り上がって
しまい不細工になってしまいます。
不細工で安全が保てるのならいいで
すが、そうではありません。 
こちらはもっと基本的な事です
が、剣道具には面のここのところに

刺し地という部分があります。普通
の生地だけでは弱くて剥がれてしま
うので、刺し地というもので生地を
補強します。しかし、この肝心要の
補強材である刺し子の糸が縦に入っ
ています。本来ならばこれは横の方
向に入り太糸で補強するのですがこ
れでは逆に弱くなって駄目です。こ
れは大メーカーの仕業です。このよ
うな道具がどんどん流通してしまう
ことに危機感を感じています。 
　 これは先程の小手の二の腕の部分
ですが、このように折り返してあり
ます。ここは縫い代（縫う場所）な
のですが、この下に小手布団が付く
わけで、この折れ曲がった部分の上
を(縫い代を外して)縫っており、これ
では強度が保てません。 
この動画は、クロザンという革を
手で揉んでおり、手で揉むので手揉
みクロザンと申します。先のＡ～Ｅ
まででどれが手で揉んだ革かお分か
りになりますか？ 
Dがそうですが・・・。今は残念
ながらあの皮を作る業者さんは日本
で１軒、松戸の中村重男商店のみで
す。 
ＡとＢは韓国産の革です。Ｂは２
番革で、半年ほどすると表面のぶつ
ぶつが取れてしまいます。このあと
のＣとＤとＥは日本産で、牛革に漆
を塗っています。先程、先生が武道
具は安全で長持ちをすることとおっ
しゃっていました。安全性を保つこ
とを考えたら日本産を使用して頂き
たいと思います。 
この画像は、鹿革をなめす作業を
しているのですが、この作業は大変
重労働なのですが、これをすること
により非常に柔らかく手になじむよ
うになります。昔はすべてこのよう
な方法でしかやっていなかったので
すが、最近は機械で行っており、日
本では、手でできるのは数人しかお
りません。 
それを煙でいぶす事により、湿度
を外に逃がす、放湿性の役目も果た
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しております。武士が戦場で鎧の下
やに使ったと言われており、優秀性
が立証されているようです。これは
奈良時代の鎧の画像ですが、鹿革の
いぶし革です。それだけ昔から日本
人が利用しているものです。 
いぶしはそのなめした鹿革をドラ
ムの上に張ります。ここから煙の出
る口があり、その鹿革を燻します。
この燻す行為は、油脂分をここの中
（鹿革）に入れるのですが、主に甲
手の手の内用にこの燻しを使いま
す。　 ところが残念なことに、最近
はこの革を使って小手を作ると、お
母さま方から「タバコのにおいがす
る」というクレームが来ます。外国
産では、上から塗料を吹き付けるも
のが多くなっています。 
紺鹿革はこれを藍がめの中に入れ
て、藍に染めます。藍に染めた際、
いぶしは強烈なアルカリから鹿革の
成分を守る効果があるのですが、こ
うして本物が少なくなってしまっ
て、非常に危機感を抱いている状況
です。 
日本の国内で一生懸命防具を作
り、本物を残そうと奮闘している事
にどうか皆様にご支援頂きたく思い
ます。 
先程の先生のお話のように規格を
作り、我々も日本の文化を後世に残
すよう邁進したいと思います。皆さ

まどうぞ宜しくお願い致します。お
聞き苦しいお話しでしたがありがと
うございました。 !
司会：森下さん、ありがとうござい
ました。普段我々が知らないこと内
容ばかりで、大変興味深く拝聴しま
した。また防具関係者が数名いらし
ておりますが、時間もおしているの
で、ここで質疑応答を受けたいと思
います。 
どなたかございますか？ !
太田（大阪教育大学）：貴重なお話
をありがとうございました。です。
防具は一生ものということですが、
防具の手入れとか長持ちさせるため
には、普段から使用したほうがいい
のか、使わないで良い保存方法があ
るのか教えて頂きたいです。 !
森下：防具を使わないほうがいいの
か使ったほうがいいのかという質問
ですが、剣道具ですから、使ってな
んぼだと思います。使用しますと傷
みが生じます。一番考えられるのは
汗だと思います。汗が出た場合、昔
は胴の裏に吊革があり、胴紐を付け
て、天井の鴨居のところにぶら下げ
て風通しをしておりました。今の方
はそのまま道具袋に入れ、トランク
に入れて終わりという方が多いと思
います。ましてや最近の防具袋は、
レザーやボストンバッグなど通気性
が悪いものが多いように思います。
日本は高温多湿に耐えるよう、燻し
たり、牛革に漆をしたりするので、
使用後は十分風を通し空拭きをして
頂くだけで、防具の持ちが数倍上が
ると思います。小手を使用していく
うちに、手の内に穴が開いた場合
も、鹿革使用の高級防具の場合は、
丸針で当てて頂き、そこをすくえば
また同じところに穴が開いた場合
も、それを外して３回も４回も使用
できると思います。修理される際も
修理業者をよく吟味されることです

ね。そうすれば、何度も使用するこ
とが可能です。晴れ舞台でのみ高価
な防具を使用される場合は、一生も
のとして使って頂くことは可能だと
思います。　 そんなところで宜しく
お願いします。 !
司会：皆さまの中で、防具の手入れ
の中で、クリーニングをしておられ
る方はいますか？武藤先生からコメ
ント頂けますか？ 
武藤（成蹊大学）：洗濯の仕方です
と洗濯機に入れてます。 
司会：持ちはどうですか？ 
武藤：おそらく塩分、汗を吸ったま
まですと乾きが悪くなるので、洗剤
を入れるわけではないですが、とに
かく汗を抜いてあげることです。
少々洗濯機で回しても、きちんと乾
かせば大丈夫です。乾かすのは、熱
を加えると劣化するので扇風機など
利用し、とにかく風を通すことです
ね。 
司会：大きな問題であります、中学
校で使用する防具の問題ですが、現
状をどのように把握されています
か？　森さんお願いします。 !
森（森武道具（株））：業者の集ま
りがありまして、全日本武道具協同
組合といいまして、講師をされまし
た森下さんも加盟されており、私は
そこの代表を務めております。お話
にもあったように、防具に関して曲
がり角に来てるというか難しい問題
を抱えております。武道が必修化さ
れたこともありますが、２～３年前
から中学校特需ということで防具が
ものすごく売れたんですよね。それ
だけの数は入札で行われますが、や
はり価格が安く、短期間で納入しな
くてはいけないのですが、仕様書も
あります。その中には粗悪品もかな
りあったと思います。百鬼先生のご
講義にもありましたように、防具の
規格化はありますが、それが検査さ
れておらず、守られていないのが一番
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の問題だと思います。 
　 ５月の京都大会の際、武道具協同
組合でブースを出しました。そこへ
ある県の先生がいらして、自分の中
学校に納められた剣道具は使い物に
ならないということをおっしゃいま
した。その言葉を聞いた時、我々武
道具協会としても心が痛む話です
し、何とかチェック機構が働かない
かと考えておりますが、これは我々
だけでなんとかできることでもあり
ません。大きな課題となっているの
が現状です。 !
司会：どうもありがとうございま
す。中学防具のことに関して、百鬼
先生が行っている、安全基準を中学
に適用しようとした場合、費用はど
れくらいかかりますか。つまり、業
者の方は、限られた予算の中で作製
し発注しております。そうなります
と粗悪品が出回ります。そうします
と、安全性を考慮した場合、どれく
らいかかりますか？ !
森：中学校に納められている防具は
小売価格で５～６万円です。そのく
らいのものが入札で来たものです
が、実際は半分でも入札はとれませ
ん。中学校へどれくらいで卸してい
るかといえば、小売価格の６０％～
７０％くらいです。森下さんもご紹
介してくれました、鹿皮は非常に良
いもので、衝撃を吸収してくれま
す。しかし納入されているものには
使用されていないと思います。合成
綿を入れています。先程「痛くて利
用できない」とブースに言いに来た
ように、そういうものを納めている
のが現状です。価格に関してはなか
なか難しいですが、小売価格の７～
８割で納められるようであればもう
少し良いものを材料に使えると思い
ます。 !
司会：粗悪品の防具で事故が起きた
りすると大変です。しかし価格優先

で安全保障がないまま納入、それを
チェックする機関もないのが現状で
す。そうしますとどこかが「これを
基準に」と宣伝することも必要です
し、耐久性を考えますと５万で５
年、３万で２年など実証されれば、
コストと耐久性が見合えば、予算も
通ると思います。それを普及させる
ためにはどのようなことをすれば良
いですか。業者さんサイドから見て
どのようにお考えですか。 !
森：竹刀に関しては、平成19年度か
らSSPシール（Shinai（竹刀）、
Safety（安全）、Promotion（推
進））を導入しております。昨今、
このSSPシールが付いたものが入札
の基準というのが多く見受けられま
す。これは全日本剣道連盟の安全基
準にも則っております。中国で製作
されたものでも品質があがり、この
SSPシールがあるものは事故がほと
んど起きていません。 
　 一方、剣道防具に関して、入札基
準にＳＧマークを添付するなどの導
入の措置を考えていただきたいと思
います。剣道は「痛くて臭くて」と
いうイメージがつくと、剣道を担う
子供らに影響するので、早急に何ら
かの対策が必要かと思います。 
もう一つは、剣道防具と考えた場
合、日本の伝統文化だと思っていま
す。藍染めや漆などもそうですが、
そういった伝統文化を残すという方
向でも考えるべきだと思います。 !
司会：ありがとうございます。伝統
文化として考える＝ブランド化です
が、もうひとつは消耗品としていろ
いろ考える面もあり、みなさんが防
具を複数所有しているのも現状で
す。消耗していかないと、商売とし
て成り立ちませんよね。その辺りは
皆さんどのようにお考えですか。 !
森：昨年の９月に研修会を開催し、
百鬼先生や大保木先生、埼玉県歴史

と民族の博物館の斉藤修平先生など
から講義をお受けしました。その中
で伝統文化としての剣道具をどう広
めて残すべきかと考える機会があり
ました。熟練した職人がどんどん減
っているのは現状です。個人的には
海外で製作されることには反対して
おりません。安価で良いものができ
るのなら消費者にとってもメリット
があります。ただし、剣道防具を作
る技術はやはり日本になくてはなら
ないものだと思っています。海外で
剣道具を作製している方は剣道自体
を見たことがない方ばかりなので
す。そういう方が防具を作るとなる
と、やはりなぜここはこうなるのか
ということが理解できないと思いま
す。そのためにも日本で高い技術を
持った職人さんが必要で継承すべき
だと思います。ここにも何人か職人
さんがいらっしゃいますが、その防
具が売れるからいらっしゃるという
ことです。 
 先程、海外製が９０％以上を占める
などというお話でしたが、ここにい
る方はそういうものを持っている方
はいないと思います。 
そういうことを含めまして、我々業
者や、先生方、消費者の方など理解
を得ながら考えていく時代だと思い
ます。 !
司会：他に質問はございますか？ 
浅見（岩手大学）：防具の安全性に
ついてです。私たちが学生の頃は
「向かい突きで死んだ奴はいない」
ということでバカバカやられた記憶
があります。ところが私が岩手に行
き数年がたち、全日本剣道連盟の講
習会がありました。剣道範士九段の
Ａ先生と高体連の委員長だった剣道
七段のＢ先生が稽古しているのを見
ていたら、Ｂ先生が完璧な面を打っ
たなと思ったら相手のＡ範士も構え
たままですから剣先がＢ先生の頸部
にバスンと入りました。Ｂ先生は跳
ね返されるように数歩下がったので
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す。その稽古が終了し、Ｂ先生は帰
宅後、夜中に救急車で運ばれ、数日
後に亡くなってしまいました。結
局、剣先が頸動脈の部位に当たった
ことで血栓ができ、脳梗塞となり亡
くなったわけです。要するに、向か
い突きで亡くなった方がいたわけで
す。先程、百鬼先生が「臆病垂れ」
の機能について紹介されましたが、
当時と今はあまり変わっていませ
ん。一時期、よだれかけのように大
きなものを試したこともあります
が、実際、今の剣道は変わっていま
せん。ですから、もしかしたらまた
同じ事故が起きるかもしれません。
実際、完璧で遠間から打って、顎も
上がらず、びくともしなかったの
に、実際にたまたま（頸動脈に）入
ってしまったので亡くなったので
す。なんとか改良できないかと思う
のですが……。先程、自動的に上下
するなどとありましたが、皆さんが
共通意識を持って出来ないかと思い
ます。 !
百鬼：おっしゃる通りでございま
す。例えば、構造そのものを変える
より、既存のものを少し改良して対
応したほうが良いと思います。先
程、森下さんが、突き垂の真ん中が 

膨らんだものは、竹刀先が左右に流
れてしまうとか、蜀江がきちんとし
ないと滑ってしまうなど、実験で行
うと横滑りし喉に入ります。これは
検証中でまだ結論が出ていません。
今のところ、“よだれかけ”の話では
ありませんが、結論がでるまで市販
されている「鬼垂」のようなものを
補助的に利用するしかありません。
突きによるに障害発生については安
全性の観点から最重要課題と考えま
すので、もう少し実験をしてデータ
を集めたいと思います。世界選手権
を見てもお互いに突き合いがあるわ
けで、重大事故が発生する可能性も
考えられますので、今後も肝に銘じ
て取り組みたいと思います。 
中学での必修化の問題ですが、先
程、製品安全協会のＳＧマークの話
や竹刀のＳＳＰマークの話をいたし
ましたが、当時は「竹刀は消耗品
で、すぐ壊れるものなのでマークを
貼付することはそぐわないし、必要
ないのでは？」という声が多かった
のです。剣道具の方が先に基準がで
きたのですが、その内容は既存の剣
道具の緩衝性を基準としておりま
す。性善説的に既存防具は、ほとん
ど基準を満たすものとして考え、特
に粗悪品を排除しようという考え方
でした。ＳＧマークそのものが剣道
具についてないのは、高額な検査料
などの金銭的な問題などによるもの
で、実際に剣道具にそのようなもの
がなく、安全性が保証されていない
ことが、今日、現場の混乱を招いて
いる原因だと思います。 
 森下さんがおっしゃるように、粗悪
品は、小手の布団が短いものを使用
していたりしますが、小手は前腕部
のどこからどこまでを保護するとい
う概念規定自体が存在しません。以
前から主張しているのですが、なか
なかできないのです。 
 それから面布団の長さについても同
様です。最近、短いものが出回って
いるようですが、打たれた時、万が

一を考えて肩を保護することも考え
て面布団の長さを考えるべきです。
胴についても全く同様で、胴体に合
わない胴を装着している人がかなり
いるわけですので、早急に対応すべ
きと考えます。是非、各先生方のご
協力をお願い致します。 !
司会：他にありますか？ !
馬場（国士舘大学）：中学で武道が
必修化され、どうして事前に「こう
いう防具を作って欲しい」という声
が出ないのかと。入札になり、一般
の大手スポーツメーカーが入札に参
加し落札する。防具業界は儲けで入
札するわけではないし、剣道連盟へ
も「これが中学校の授業で使用する
基準です、というものをなぜ出さな
いのか」と申し上げましたが聞いて
もらえません。結局は、防具屋は儲
けておらず、大手スポーツメーカー
もダンピングをしたので儲けていな
いと聞きます。その結果、粗悪品を
中学生に使用させることになり、後
の祭りです。こういうものを作って
もらいたいという基準を出すべきだ
と思います。剣道連盟とつながって
る方もいらっしゃいます。先程、三
枝弘煕先生の防具が紹介されました
が、私は使用しています。ああいう
防具を使用すれば安全だと分かるは
ずです。現場の職人がどれほど心血
を注いで取り組んでいるか分かると
思います。我々剣道人も防具を大切
にしなくなっていますよね。三枝弘
煕先生の防具を手に入れるために
は、いくらかかると思いますか？一
生ものを用意したいと考えた場合、
どれくらい出せばいいのですか？２
０万、３０万ですか？１００万です
か？私は当時でいえばクラウンの値
段で手に入れました。今で言うレク
サスです。みなさん、それだけ出せ
ますか？私の父は、子供たちにその
防具を使わせました。どうしてそん
な良いものを使わせるのかと聞いた
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ら、「子供たちにこの感覚を教えな
くてはいけないんだ」と言っていま
した。打たせた感覚とか名人が作っ
た防具ですね。それを使用させた五
島列島の子供は、６名も８段が出て
います。 !
森下：三枝弘煕の小手ですが、私の
給与は５～６万の頃、２４万５千円
でした。手の内は白でした。 !
馬場：みなさんが一生ものを欲しが
るのですが、現実問題もあると思い
ます。 !
森下：作らせて頂く前に、材料を揃
えて見て頂きたいのです。それか
ら、「俺の垂れは高級な一枚皮で作
ってくれ」と要望があっても、キメ
の細かい良い皮は小さく、垂れ帯一
枚張る事は不可能なのです。素材に
よりデザインも変わってくると思い
ます。 !
馬場：一生ものの平均（概算）を聞
きたいと思います。三枝弘煕先生の
は皮屋さんが泣いた話もあります。
それは剣道家が要求したからです。
しかし、今はそこまで要求する人が
いないのです。三枝弘煕先生の防具

を使うと上達するのです。そういう
技術もまだ残っていると思います。
つまり剣道家はそういうものを要求
していかないと技術も消えていくと
思います。なかなか結論出ないと思
いますが・・・。概算が分からない
と手に入れようがないですし、どな
たの剣道具がいいのか分からないと
思います。防具は剣道家が育てると
いう意識が必要です。海外製のもの

も
いいです。でも僕は注文します。よ
いものはもうあと１０年で消えてし
まうかもしれません。 !

森下：いえ、あと３年です。 !
馬場：海外から入ってきたものを中
学校で使用し、止めようがありませ
ん。剣道連盟なりが動いていかない
と何も変わりません。提言にとどめ
ておきます。 !
司会：馬場先生ありがとうございま
した。我々教員サイドとしてできる
ことは、一流のものを子供らに見せ
て比較させることですね。良い竹
刀、良い道具、良い稽古着を持つべ
きで、子どもらに見せることです
ね。今回ここで何かを結論づけるこ
とはできませんが、少なくとも剣道
をする人間も、製作する人間も、良
いものを試行・追究し、機能的にも
美的にも安全面からも追求するとい
う姿勢が浮かび上がったのではない
でしょうか。３人の演者の先生方、
本日はどうもありがとうございまし
た。(終) !!!!!!!
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!!!!!!!!!

司会（有田、筑波大学）：平成24年
度、全国剣道専門分科会研究会を始
めさせて頂きます。 !
巽会長：皆さんこんにちは。年度末
の大変お忙しい中、研究にご参加頂
きましてありがととうございまし
た。 
　 過日のマスコミ報道で文部科学省
の調査によりますと武道必修化にお
いて全国の中学校の64％にあたる約
6800校が柔道を実施しているとのこ
とです。それから考えますと剣道は
約3割で、柔道実施校が圧倒的な多さ
に対して剣道実施校の少なさが浮き
彫りになりました。これをより増や
す課題解決のためには、剣道関係者
や剣道専門分科会では、数多くの方
がご尽力され先導することが必要か
と思います。柔道では怪我の発生率
の問題が報告されていますが、剣道

においてはその点は少なく、安全に
十分配慮されているのだと思いま
す。 
　 ご承知の通り、「ハインリッヒの
法則」というのがあり、「1件の重大
事故の陰に、29件の軽い・小さな事
故があり、さらに、その陰には、ケ
ガや事故には至らないがヒヤッとし
たりすることが300件起こっている」
と言われています。小さなことでも
軽視しないように指導者側は心掛け
ていく必要があります。 
　 本日は、指導要領が示す、新たな
学習内容がどこまで実施されている
か、中学必修化された武道の中で、
剣道は教えるのが難しいということ
についてもお話を伺います。最後に
なりましたが、本日このような会が
開催でき多くの方に御礼感謝を述べ
たいと思います。どうぞ最後まで宜
しくお願いします。 !
司会：まず講師の方のご紹介をさせ
て頂きます。経歴などの詳細は資料
をご覧ください。 
　 向かって左側が神吉哲寛先生で
す。剣道初段をお持ちで、武道必修
化以前から中学で剣道指導をされて
いました。向かって右側が鈴木邦弘
先生です。教員養成系の大学で剣道
部に籍を置いていた剣道専門家の立
場でお話をして頂きたいと思いま
す。まずは神吉先生宜しくお願いし
ます。 

!
神吉哲寛（茨城県稲敷市立新利根中
学校教諭） 
　 こんにちは。新利根中学から参り
ました。本日はこのような機会を設
けて頂きましてありがとうございま
した。今回は「中学校武道完全必修
化～一年目の教育現場からの報告
～」ということで剣道未経験教員の
代表という立場で参加させて頂きま
した。代表というよりは、これまで
考えていたことと実際にやってみて
感じたことなど個人的感想が強い発
表なることをご了承願います。ま
ず、新利根中学校と剣道の関わりに
ついて話していきたいと思います。 
　 本校のある茨城県稲敷市新利根地
区には7，8年前までは、社会体育と
しての剣道クラブが存在し、多くの
剣道愛好家が汗を流していました。
しかし、平成18年にどのような理由
かは定かではありませんが剣道クラ
ブが解散となり、地域の子供たちが
剣道と出会う場が減ってしまいまし
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中学校武道完全必修化，一年目の教育現場からの報告!

～剣道専攻経験教師、未経験教師、の2例～!

日　時：平成２５年３月３０日（土） 　１６：００～１８：００ 
場　所：明治大学　駿河台キャンパス　研究棟２階　第９会議室  
講　師：神吉哲寛（茨城県稲敷市立新利根中学校　教諭） 　　　　 
　　　　鈴木邦弘（茨城県取手市立戸頭中学校　教諭）  
司　会：有田祐二（筑波大学）
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た。つまり地区の生徒が剣道を習い
たいと思っても教わる場所が無くな
ってしまったのです。また新利根中
学校の剣道部も平成22年度に部員不
足という理由から廃部になりまし
た。つまり子供らが剣道に触れる機
会が、授業以外には無くなってしま
ったのです。しかも当時の新利根中
の生徒は、平成元年～3年度まで文部
省の研究指定校として授業で柔道を
選択していたため、剣道を一度も経
験しないまま卒業するという状態で
した。しかし新指導要項への移行を
きっかけに剣道を選択することにな
りました。その背景には、本校にお
いて柔道で起こった重大な事故が原
因でした。平成16年、柔道部の生徒
が投げられた際に頭を強打し、意識
不明の重体になりました。現在も寝
たきり状態であり、傷害による裁判
が継続しており未解決の状態です。
家族やお子さん本人が気の毒な状態
です。 
　 この事故を機に柔道に対する不安
が高まり、市教育委員会から市内の
中学校は武道必修化において剣道を
選択するよう指導が入り、市内中学
校の各学校に防具が30セットずつ配
布されたので、防具費用に関する問
題は最初からクリアされていまし
た。それが一昨年のことです。事故
の防止については学習指導要領解説
にも記載されていて、私自身も強く
意識しているのですが「すべての生
徒に履修させることとなる「武道」
と「ダンス」については、これまで
以上に安全の確保に留意するととも
に…」とあります。このことは、安
全の確保に留意するともに、学習段
階や個人差を踏まえ、段階的な指導
を行うなど安全の確保に十分留意す
ること、つまり怪我や事故のない指
導をしなければならないということ
を念頭に考えました。 
　 さて、私が実際に指導する上で悩
んでいるのは、そこにはアンダーラ
インを引いておりますが「伝統的な

行動の仕方を守ることなどに意欲を
持ち」ですが、「伝統的な行動」と
は具体的にどのようなことなのかが
分からず、「守る」ということは伝
統的な行動を変えてはいけないのか
という疑問をもちました。もうひと
つは「礼に代表される伝統的な考え
方などを理解させる」ということの
うち「伝統的な考え方」とはどうい
うことなのか今でも私自身が分かっ
ていない部分です。 
　また１年、2年では基本動作や基本
となる技ができるようにすることを
狙いとしています。3年生では「相手
の動きの変化に応じた攻防を展開で
きるようにすること」を学習のねら
いとしています。対人的な動きをど
のレベルまで高めてゆくのかという
到達目標が私にとっては不明確でし
た。そのようなねらいを怪我や事故
が無い上で、伝統的な行動の仕方を
守り対人技能を高めることについ
て、私は難しい、と感じています。 
　 さらに実際の授業で生徒の反応
は、「痛み」に対する抵抗が強く、
打つのはいいが打たれると痛いから
嫌だ、防具の着脱が面倒くさい、暑
い日にやると汗が出るから嫌だ、寒
い日にやると足が痛くなるから靴下
を履いてもいいですか？　 などそう
いうことを言う生徒が多くいます。
生徒には武道をやる以上は裸足でと
言っていますが…。 
　また、私が指導しているクラスは1
クラス40人です。その中で、防具の
着脱から伝統的な行動の仕方を守る
ことへの指導をするのに苦労してい
ます。8時間単位の授業の中で生徒全
員が防具の着脱から基本的な技量ま
で身についていくか？といえば、や
はり何人かは全く何も身につかない
まま終了してしまっているのが現状
です。 
　 私自身にも問題があるのですが、
素人教師全般に言えますが、知識と
経験が乏しいので「昔はこうだっ
た」などということが教えられませ

ん。またマットや球技・陸上などは
他校の先生方の指導の姿を見る機会
があるのですが、剣道の授業が開か
れている機会がないので、見て学ぶ
機会が少ないと思います。自分の経
験が少ないので生徒に楽しさや喜び
を教えることができないのかなと思
います。そんな思いをもったまま剣
道指導をして12年になりますが、や
はり指導力がない教師が指導をする
と、基本の定着を図れないまま試合
に入ってしまう傾向が多い。技能の
未熟な生徒同士の試合は、防具をつ
けていないところに竹刀が当たった
りして危険が増します。 
　 さらに、けがを恐れて何を授業で
教えるかといえば、礼法や人と関わ
らない素振りや足捌きが多くなりま
す。そのために生徒が授業をつまら
なく感じてしまいます。また相手を
尊重する気持ちがなく稽古や試合を
すると危険な状況になります。竹刀
を振りまわし、力の入れ方を考え
ず、怖がる相手に対し思い切り竹刀
で叩くなどの生徒が出てきてしま
い、それに対する指導に時間をとら
れてしまい、本当に学びたい生徒に
対して授業どころではなくなりま
す。そうなりますと、剣道の授業な
んかしなければいいのかなと感じて
しまったりします。 
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　 そのような思いをもち12年指導し
てきてみて、私なりに剣道授業で、
何を目標にすべきか考えた結果、
「相手を尊重する態度の育成」が武
道において最重要だと思います。指
導の際に心掛けているのは、「相手
が打たれた時の痛みを理解するこ
と」や、「練習相手にうまく打たせ
てあげるのも大切なことなのだ
よ。」ということを生徒に理解させ
るために時間を割いています。力の
加減は難しいのですが，ある程度力
を入れ，「相手の痛みを感じる・理
解させること」が必要だと思いま
す。そのような授業を通して、日本
文化の一端に触れ、礼を重んじる武
道の考え方を理解した生徒を増やし
たいと思います。また3年生には、い
ろいろな相手と練習してどのような
相手に対しても気づかいをしながら
技能向上を目指すことに努めていま
す。これが正しい指導なのかどうか
は分かりません。 
　 また最後になりましたが、長年剣
道をされている先生へのお願いなの
ですが、未経験の生徒が見ても「こ
れが一本だね」という明確な定義が
欲しいですね。誰が見ても明確な判
定です。もう一つは、防具の着脱に
時間がかかるので、簡単に着脱でき
る防具の開発ですね。また「痛いか
ら嫌だ」という声が多いので、痛く
ないソフトバレーボールのように、
痛みが軽減される竹刀の開発などを
お願いしたいと思います。スポーツ
チャンバラのようかもしれません
が、しっかり音が出ていながらも痛
みが軽減できる竹刀があればと思い
ます。 
　 以上まとまりのない話でございま
したが、ご清聴頂きましてどうもあ
りがとうございました。 !
司会：それでは引き続きまして鈴木
先生宜しくお願いします。 !
鈴木邦弘（茨城県取手市立戸頭中学

校教諭） 
　 本日はこのような機会を与えて頂
きましてありがとうございました。
私がこの一年剣道で授業を行い、自
分の取り組みや思いをまとめてお話
しさせて頂きます。戸頭中学校教諭
となっておりますが、４月からは取
手市教育委員会に行くことなり、現
場から離れることになります。 
　 まず，取手市立戸頭中学校の説明
をしたいと思います。立地は茨城県
と千葉県の境で、守谷高校が近くに
あります。中学校の規模としては全
校生徒311名、1学年4クラス、2学年
3クラス、3学年3クラス、特別支援学
級2クラスで中規模校になります。数
年前に生徒指導上の課題が多くあり
大変な時期もありましたが，今は落
ちついて生徒とともに日々精進する
ことができております。部活も盛ん
になり，多くの部で土・日は練習試
合等で出かけるため、大会や練習試
合参加の年間予算が30万円あります
が，12月にはすでに底をつくような
状況です。また学力向上にも力を入
れておりまして，今年度、茨城県の
学力診断テストは１教科以外、平均
を超えたと校長が喜んでおりまし
た。 
　 次に，戸頭中学で体育の授業でど
のように武道、剣道を位置づけてい
るか話したいと思います。年間指導
計画はこちらです（スライド）。字
が小さく少々見づらいかもしれませ
んが、2年生の9月で12時間、3年生
の9月・10月で12時間、合計24時間
を設定しております。ただしこの時
期ですと，暑さで剣道を嫌いになっ
てしまうかもという懸念から，今年
度は6月に実施させて頂きました。 
　 私は剣道の授業で「伝統的な行動
様式」と「攻防」，この2点を重点的
に子供らに学んで欲しいと思い指導
して参りました。現在，1年の9月に
「ダンス」をしていますが，計画の
段階では1年に「剣道」を設定してい
ました。ここで剣道の礼法を学んで3

年間の生活につなげていこうと考え
ていたからです。しかし茨城県教育
委員会保健体育課から、系統だって
指導した方が効果的だ、とのご指導
があり、2年・3年で連続して実施と
しました。 
　 体育はクラス単位で実施してお
り、1年生が1クラス平均32人、2年
生38人、3年生37人で男・女比は
半々になります。本校では、体育は2
人の体育教師で指導する体制を基本
としております。本校では保健体育
の免許をもつ教師が4名おり，充実し
ていると考えています。先程の神吉
先生の一人で40名を指導している話
から比べると、大変恵まれた環境で
指導させて頂いていると思います。 
　 実際の剣道の指導についてお話し
をします。本年度は，6月に2年生、3
年生に実施しました。剣道を取りい
れたのは平成23年度からで、きっか
けは私が平成22年度に明治大学にて
全剣連の剣道授業事例集作成部会委
員長の佐藤義則先生が行っている講
習会に参加させていただいてからで
す。それまで私は、剣道具を着けな
ければ剣道の授業はできないのかと
思っていました。この講習会で防具
を付けずに指導する授業に出会い，
「防具なしでも授業はできるんだ」
と思い直したことがきっかけでし
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た。そこで、まずは講習会で学んだ
ことを授業に取り入れようと思い実
践してみました。竹刀を40本購入
し、昨年は竹刀のみで防具なし、剣
道基本技稽古法について指導させて
頂きました。実際に防具なしので剣
道授業を行い、子供らは楽しく感じ
るかどうかと疑問でしたが、子ども
たちは結構楽しみながら授業に参加
し活動しておりました。 
　 今年度，防具を教育委員会より防
具10セット購入頂きましたが、実際
授業で活用するには足りませんでし
た。しかし教頭先生のご配慮により
学校で10セット購入頂き、合計20セ
ットになったため、今年度は初めて
防具を着けて授業をしました。剣道
授業の単元計画（12時間）ですが、
基本的な技ができる喜びを味わい、
防具を着けて基本動作や簡単な試合
ができるところまでやれると攻防の
部分も取り組めます。そこまで取り
組めるようにしました。私が一番大
事にしたいと考えたことは「伝統的
な行動の仕方について理解を深め，
普段の生活にも実践ができる」とい
うことでした。先ほど神吉先生が課
題としてあげられたことですね。私
は専門として剣道をやってきたこと
と，学校では生徒指導主事という立
場だったので，その辺を深く子ども

たちに理解させ，実践化させること
ができたのではないかと考えていま
す。 
　 実際の授業では、3年生の最初の1
時間はオリエンテーションでパワー
ポイントを使い、剣道とはどういう
ものか、剣道における運動効果や体
力の向上、剣道の礼法はなぜ必要か
などについて説明を行い、学習カー
ドに必要なことはそれぞれ記載させ
ました。子供達が一番興味をもった
のは，「剣道の歴史・生い立ち」で
す。「人を斬る」ことから始まって
いる剣道を、なぜ学校の体育で教え
るのかということを話すと興味を持
って聞いてくれました。最初にアン
ケートで剣道をやりたいかと聞く
と、バスケットなどの球技などと比
べると「やりたい」という意欲は少
ないですが、実際に授業後に感想等
を聞くと「他の種目では学べないこ
とが学べた(おそらく伝統的な行動様
式)」「楽しかった」という生徒の意
見が多く見受けられました。授業の
最初と最後では生徒の剣道に対する
印象と取り組みが違うなと感じまし
た。 !
　 オリエンテーションのあと、基本
的な動作を教えます。それから普段
使わない「剣道特有」の言葉を教え
ます。常に意識できるように全面に
大きくカードを掲示しておきます。
展開の部分では，男女に分かれて4時
間交替で計12時間です。剣道具を着
けるグル―ﾌﾟとそうでないグルーﾌﾟ
に分かれて行います。 
　6月ですと暑くて半袖・短パンでし
たが、「痛い」というので上にはジ
ャージを着せました。男子がまず防
具をつけ、女子は基本の技などと分
けて行いました。そして暑かったの
で10月にやりました。3年生は「剣
道基本技稽古法」の5本目までの修得
を目標にしました。まず「基本技
３」を修得し、形の判定試合をしよ
うと工夫しました。2人が見合って試

合をし、評価ポイントは「大きな声
が出ているか」、「左足の引きつけ
と発声が同時か」「物打ちで打って
いるか」などにしましたが、いきな
り３つの評価を行うことは混乱しま
すので、生徒には「今日は声がきち
んと出ているか」などワンポイント
で評価させました。 
　 授業は2人の体育教師で行いまし
た。私と筑波大学サッカー部出身の
体育教師です。彼にはこの「剣道基
本技稽古法」を指導してもらいまし
た。私が担当した，剣道具をつけて
の攻防に関しましては、我々が行っ
ている試合のように打ち込んでとい
う形ではなく、右足を出して左足を
引きつけて打ってその場で止まると
いう形をとりました。その理由は、4
時間では我々のやっている打ち込ん
での剣道は難しいと考えたからで
す。技については，基本の他に「払
い面」を取り入れました。一番生徒
たちが使いやすい技であると考えた
からです。そして，足裁きは先ほど
もお話ししたとおり，「左足を引き
つけて決める」というかたちにしま
した。4時間ですとそれが限界だと感
じました。審判は剣道部員が行った
りしました。判定のポイントについ
ては，生徒の実態に応じて設定して
もいいのではないか？と考えていま
す。視覚資料の活用については、前
面に掲示してあるので「今日はこの1
枚」と計画的に説明しました。この
左側は剣道の歴史などを説明してい
る様子です。 
　 このスライドは現在の3年生が2年
生当時の授業の様子です。判定試合
までもっていきました。右側のこの
女子は防具をつけてここまで動ける
ようになりました。下（スライド）
は基本技稽古法の判定試合をしてい
るところです。これ（スライド）は1
本目を教えており、こちらは剣道部
員が教えています。伝統的な礼法を
教えるのは経験者には当たり前で
も、未経験者には難しく、手はここ
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において礼はこんな感じでという感
じです。茶道では毎回、茶碗を片づ
けると聞いたので剣道でもそういた
しました。また正座をしたことがな
い生徒が多く、嫌がる子もいます
が，「礼儀だから」ということで教
えていくと10時間もしますと自然に
できるようになりました。今年度10
セット購入した剣道具は（スライド
の）このような形で置いておりま
す。生徒たちは「紐を縛る」という
機会も生活の中で少ないためか時間
がかかります。少ない時間のなかで
授業を行うわけですから、面紐はペ
アになりお互い助け合って縛ってあ
げたり、手拭いからやると時間がか
かるので帽子のような形にして、
（スライドのように）髪の毛を入れ
る方法をとったりして、限られた時
間を有効活用しました。 
実際に剣道をやってみた３生徒の感
想を読みあげます。 !
「剣道の授業では様々なことを学び
ました、まず礼儀が大切だと学びま
した。授業の最初の最後、そして試
合開始と最後に礼をします。剣道に
礼は欠かせません、先生から「最後
までありがとう、闘ってくれてあり
がとう、場所を使わせてくれてあり
がとう」という意味を教わりなるほ
どと思いました。色んなことに対し

て感謝の意を持ちそれを礼で表す意
味を教わりました。」 !
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　 私の場合、剣道の授業で，「攻
防」と「伝統的な行動様式を身に付
ける」という２つを重点にして取り
組みましたが，「伝統文化」や「礼
儀」というものについて生徒たちに
もプラスに伝わったのがよかったで
す。本校の部活のモットーでもあり

ますが，「人として成長できるよ
う、心技体」ということで行ってい
るので、その「意味」を理解しても
らえたのではないかと考えていま
す。また「先人達が伝えた文化を私
たちも下に伝えていかなくては」と
いう意識の高い感想を書いた子もい
ました。 
　 次に、「剣道授業で学んだことを
どう生活に生かすか」ということに
ついて話をしたいと思います。私は
生徒指導主事という立場で，どこの
学年にも所属せずに生徒たちにかか
わっています。生徒たちとのかかわ
りの中では「正しい生き方」ができ
ることを基本として指導しておりま
す。本校は今年度より、「心を育て
る」意味で，「一時停止あいさつ」
と「黙働」を実践しています。「一
時停止あいさつ」は，数年前から剣
道部では実践していました。それを
全校生徒に実践させようということ
です。「黙働」については，校長先
生から指示があり，「床を磨いて心
を磨く」ことを実践させたいという
願いからでした。 
　 平成24年度の始業式で校長先生が
この２点について提案する予定でし
たが、生徒会長があいさつの中でそ
れを先に行ってしまいました。そこ
で，「生徒会の重点目標」として生
徒会として重点的に取り組むことと
なりました。あいさつの仕方につい
ても丁寧に行う意味で背中を３０度
相手に傾けるようにしています。こ
の少し太った男の子（映像）が本校
の礼のベストマナー賞受賞者です。
また「床を磨いて心も磨く」という
武道的な考え方を生活の中で実践さ
せたいと考え、「黙働」を行ってき
ました。これがその時の風景です
（写真）。黙働についての提案や確
認がこちらになります。このように
「生徒指導通信」を出し、黙働の目
的とか考え方などを示し、教員間で
共通理解も深めました。 
　 次は，「残心」を生活で表現しよ
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うと考えた実践です。学校のロッカ
ー内整理、スリッパを気付いた時に
揃える、下校時に机をきちんと並べ
る、雑巾をきちんと干す、など整理
整頓を実践させました。生活の中の
残心を紹介させて頂き、生活の中で
も取り入れることが可能だと思い実
践しました。ちょっとした意識化で
生徒はできるのです。 
　 あとは「姿勢」ですね。普段の話
を正しい姿勢で聞くことを取り入れ
ようと思いました。剣道の授業を受
けたからといっても，学校生活が劇
的に変わるわけではありません。勤
務校ではアンケートを2回（5月と9
月）行いますが、「一時停止あいさ
つ」「黙働」などは5月に比べて9月
のほうができると答えた子が多かっ
たです。成果の一つであるかなと考
えています。 
　課題としましては、1つ目は子ども
たちの取組意欲や活動意欲を考える
と実施時期を検討することです。汗
だくなりながら剣道をしてしまう
と，意欲としては低下してしまいま
す。また，男子が付けた後の面を，
女子が付けることに抵抗がある生徒
もいると思います。この辺の配慮も
大切かと思います。次に、防具をき
ちんと揃えるというハード面です
ね。やはり「攻防」を体験的に学ば
せるには防具を付けての「剣道」が
大切かと思うからです。私は，4月よ
り教育委員会勤務となりますので，
そのハード面の整備に力を尽くした
いと考えています。 
　 ３つ目は，単元の組み方・時数の
確保です。年間4時間で攻防などのす
べて学ぶには無理があるなあと思い
ました。結局、防具を着ける時間は
８時間だけなので多くを学べないの
ではとも思いました。神吉先生が課
題として挙げられていた部分，すな
わち剣道で学んだことの生活化は課
題だと思います。その他，単元計画
の工夫や視覚教材の検討や開発が大
切だと思います。剣道未経験者にレ

クチャーする場合，「百聞は一見に
如かず」ですので，視覚教材を活用
することは、生徒たちが大変わかり
やすく感じると思いますし，剣道未
経験の先生方にとっても，ある程度
安心して指導ができるようになると
思います。 
　 最後に，このような機会をいただ
き，私の中で１年やってきたことを
きちんと締めくくることができまし
た。これを自分の中の残心として新
たな環境でまた精進していきたいと
思います。ご清聴ありがとうござい
ました。 !
司会：ありがとうございました。そ
れでは質疑応答に移ります。 !
質疑１：（軽米、筑波大学大学院）　
私は中学時に剣道の授業がなく、高
校の授業で初めて剣道を行いまし
た。その時、形は学びませんでし
た。形になると自由に学べず運動量
も減ると思いますが、形に対して中
学生はどのような魅力を感じている
かお聞きしたいです。 !
鈴木：子供たちが形だけを覚えると
なると，剣道への興味関心が薄くな
ると思います。やはり判定試合など
「競う」ことをしていくことで興味

をもつと思います。子供らも「防具
を着けて打ち合ったほうが楽しい」
と言います。私自身もそう考えてい
ます。子供たちにとって判定試合は
いいですが、形のみ学習するとなる
と意欲が下がるのは間違いないで
す。 !
質疑２：（木原、鳴門教育大学） 
　 私の大学の教育実習生が剣道授業
を担当するのですが，本人は高校も
大学も全く剣道の経験がありませ
ん。そんな人間がいきなり実習で剣
道担当をし，「一足一刀の間合」な
どの専門用語を生徒に教えて、果た
して通じているのか、などの疑問が
生じますが、先生方はどうお考えで
すか？ !
神吉：私自身は専門用語をきちんと
使って教えていいと思います。中に
は自分の体で「どういうものかな」
と学ぶ人間も出ますし、それも含め
て剣道だと思います。 !
鈴木：私は専門課程で剣道を学んで
いたので、専門用語もこういう意味
だということを説明の中でかみ砕い
て子供に教えていけばいいと思いま
す。 !
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質疑３：（太田、大阪教育大学）　　 
　 神吉先生は剣道が専門でないにも
関わらず、努力をされていることが
伝わり感心しています。もしも私が
サッカーを教えることになり、「人
数が多いから１５人対１５人のゲー
ムをやろう」というとか、「パスが
上手くいくゲームするためにトラッ
プは難しいから手でボールを止めて
いいよ」としますと、それはもう、
「サッカー」ではなくなってしまう
かもしれませんが、どこまで工夫し
ていいのかと悩むこともあると思い
ます。神吉先生が「伝統」を「守
る」ということに対してどこまで本
筋を崩さないのか、「攻防」をどこ
まで伝えていいのか悩んでおられる
と思います。このことをどのような
経験則の中から得られたのか、また
このことをどなたかに相談されてい
るのか、そのあたりを伺いたいで
す。 !
神吉：実際に相談する相手や機会が
ないのですが、以前、体育の研修で
茨城大学の柴田先生から、バレーな
ら「トスする前に一度掴んでから上
げてよい」などと拡大解釈してよ
い、というお話をいただきました。
そのことから、剣道において、きち
んとした打ち方ができていなくて
も、ある程度できていればよしとし
ています。子供たちには剣道を少し
でも身近に感じてもらえればいいと
思っています。 !
太田：私自身はそれで正解だと思っ
ています。中学の先生ならそれが大
事だと思います。ただし、それがス
トライクゾーンに入っているか先生
方ご自身が常に気になるところだと
思います。きちんとストライクゾー
ンに収まれば、多少、足さばきが外
れても攻防を楽しめればいいかなと
思います。大阪で先生方と話してみ
ますと、どのように工夫するのか、
その工夫が正しいのかは、皆さんが

悩まれている点かなと思いました。 !
神吉：それを聞いて安心しました。 !
鈴木：サッカーを知っている人が教
える場合はここまでいい、とより近
付けるようにすることはできると思
いますが私にはできません。神吉先
生のように未経験のほうが実はアイ
ディアは湧いてくるのかもしれませ
ん。やっていた僕でさえも研修を受
け、いろいろな工夫をしますが限界
もありますよね。専門外の先生のほ
うが色々なアイディアは出てくると
思います。 !
司会：今、専門外の話が出ました
が、先ほど３つ要望（明確な一本の
定義、着脱簡単な防具、痛くない竹
刀）がありましたが、そういうこと
を含めてご質問・ご意見ありません
か？ !
神吉：例えば、体に紙風船がついて
いて「割れたら一本」など簡単な定
義などを実践されていたら教えて欲
しいですね。 !
質疑４：（中村、福島大学） 
　 私は福島大学附属中で３年間剣道

を担当しました。附属中学の先生は
未経験なので、私らと剣道部の人間
とで指導要項を作りましたが、未経
験者というのは私らが全く発想しな
いことを思いつきますね。一本をど
う教えようかと、小手や胴に赤い目
印をつける、目印のない左の小手は
打ってはいけないですとか、面につ
けるなどですね。また垂れから何か
ら一度にすべて道具をつけると一時
間かかります。そもそも蝶結びがで
きません。９時間という限られた中
で「今日は垂れだけをつけましょ
う、それも前で蝶々結びでいいです
よ」とか、面も顎の下で結ばせるな
ど全て、前で蝶々結びなど一時間に
一つずつ行い９時間最後ですべてで
きるようにしようとした先生もいま
した。今年度は12月に授業を行いま
した。体育館で行い野球部の先生で
したが、福島の12月は雪が降るので
しもやけになるし、ガタガタ震えて
しまい、放射能のこともあり、上履
きを履いて剣道をやっていました。
剣道経験者にはそういう発想はあり
ません。しかし野球部の先生は上履
きでやらせていたので生徒はものす
ごく動きがいいのです。汗をかくぐ
らいの運動量を稼ごうということで
上履きをはかせたのが子供たちにと
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ってはやりやすかったようです。ま
た男女混合でやっていましたが、終
わりにアンケートをとりましたら、
防具の着脱が面倒くさいのと、女子
は男子が使った防具を使うのに抵抗
があるとのことでした。今年は手拭
いだけでしたが、面下と小手下など
を個人持ちではないですが、学校で
揃えるなり必需品になりつつあると
感じました。今年の反省を踏まえて
来年のことを考えたいです。専門家
は限られた時間内であれもこれも詰
め込もうとしますが、「運動量を確
保すること」と「山は一つだけ」、
「課題は一つだけ」とある程度決め
て単元計画を考えたほうがいいと思
いました。 !
鈴木：上履きを履いてやるのは思い
もつかないし、抵抗がありますよ
ね。 !
中村：（震災前）道場で６月にやっ
た時はもちろん裸足でしたが、今年
度12月に上履きを履いてやった時
は、事情も分かっていたので私は何
も言いませんでした。 !
太田：運動量の問題もありますが伝
統性ということを考えると難しいと

思います。私もあるところで上履き
を履いてやる授業を見たこともあり
ます。しかし、「日本家屋は靴を脱
いで裸足で生活します」「なぜ道場
を掃除するのか」「なぜ親が家の掃
除するのか」などを考えると日本で
は屋内では裸足で生活する文化があ
るからだと思うのです。運動量を確
保するということもありますが、裸
足でやる意味を理解してもらうこと
を伝えていくことも大切だと思いま
す。 !
質疑５：（長尾、明治大学） 
　 男女別の剣道具の用意は多くの大
学で行っています。予算の関係もあ
りどこでも導入できるわけではあり
ませんが、明治の場合は男子と女子
で剣道具の色を分けています。女子
は白しか使いません。予算がつけば
年数かけて男女別で揃えていけばい
いと思います。あとは先程お話にあ
りました面下と小手下ですが、やは
り現代の子には必須だと思います。
我々の頃とは衛生観念が全く違いま
す。私の息子も中学で剣道やってい
ますが、毎回持ちかえり道着を洗っ
ています。部活をやっている子でさ
えそうなので、一般の授業で男子が
つけたものを女子がつけるというの
はかなり抵抗があると思います。小
手下や面下は授業期間中貸し出して
いますが、洗う・洗わないは本人の
自由です。ただし最後は自分で洗濯
して返して下さいと言います。明治
の国際日本学部は、女子が65％です
が、剣道具についての不満はありま
せん。竹刀については、女子は三尺
八寸、男子は三尺九寸で、軽めのも
のを剣道具店さんに発注していま
す。そのあたりは昔と違う認識で対
応していくべきかと思います。 !
質疑６：（巽会長） 
　 別の観点からですが、中学校の教
師は高校に比べて体育教員数が少な
いですよね。高校は選択性になって

いますし、中学校は「体つくり運
動、器械運動、陸上競技、水泳、ダ
ンス、武道」と６領域あり、すべて
必修で担当しなければいけません。
そこで他の運動領域と比較して、１
点目は、剣道は難しいと感じていま
すか？次に生徒の評価、そして３点
目は安全性の問題ですね。他の領域
に比べて剣道は安全性をより重視せ
ねばならないものなのかお聞きした
いです。 !
神吉：私は、他の競技と比べると難
しいと感じます。生徒がここまで出
来ればいいだろうということが、ぼ
やけていることもあります。そのた
め、生徒に「剣道は楽しかった」と
なかなか感じさせてあげられてない
かもしれません。教師の指導力が高
く、生徒のしっかりとした活動に取
り組ませることができれば、それに
伴って楽しめて充実するものになる
と思います。安全性の問題は、柔道
に比べて生身ではないので、防具を
きちんと正しく付けてさえいれば救
急車を呼ぶような事態はないだろう
と思っています。もちろん熱中症に
は配慮する必要があると思います
が…。 !
鈴木：剣道は伝統的な部分があるの
で、他の領域に比べて教えることが
多いと思います。サッカーのような
種目は、ボールを預けて「はい、や
りなさい」と言ってもある程度でき
ますが、竹刀を渡して「はいやりな
さい」と言ってもなかなかできない
でしょう。チャンバラになってしま
いますし，そこには「学び」はない
と思います。剣道の方は教えるのに
もパワーを必要としますし、気を使
いますね。次に生徒の反応は、私の
場合は伝統的な行動様式をある程度
生活化させる必要があるし、生徒指
導の中でいつも話している部分です
ので、生徒もそれを理解しているの
で反応は悪くない気がします。ただ
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サッカーと剣道と比べたらサッカー
の方が反応はいいのは否めないで
す。6領域の中では半分より上だと思
います。あとは生活に生かせるとい
つも言っているのもありますね。安
全性ですが、竹刀を使うので目に入
ったりしないように安全性には気を
使っています。道場では緑のテープ
を張って２人組でやるなどして安全
スペースを確保しています。水泳だっ
て命に関わることなので他に比べて
安全性の配慮が必要か否かは変わら
ないと思います。 !
巽：大変貴重なご意見をありがとう
ございました。いま出た話では「学
習内容がぼやけているということ」
や「学習内容に教える内容が多すぎ
る」といった点です。私も同感で
す。 !
質疑７：（柴田、流通経済大学） 
　 学習指導要項の改訂作業に携わり
ました一人として責任を感じていま
す。従来の学習指導要領の「技能」
の内容には、「基本動作」、「対人
的技能」、「試合」と示されていた
ので、多くの現場教員は、「基本動
作」を習得させることができないと
「対人的技能」の学習に移れない、
「対人的技能」を習得させることが
できないと「試合」の学習に進むこ
とができないと感じており、先程の
神吉先生のように素振りだけで授業
が終わってしまうというような実態
報告を多数受けていたために、今回
の改訂作業では、「相手の動きに応
じた基本動作」から「対人的な技
能」を関連付けて指導していきまし
ょうとメッセージを発信しました。
礼については「技能」の内容かとい
えばやはり違うだろうと。今回の学
習指導要項は、すべて「動きづく
り」について記載されておりますの
で、面打ちなど動きのほうを評価し
ようということで、礼は「態度」の
内容で学習することとなりました。

礼ができるということは動きではな
く，第１学年及び第２学年では「伝
統的な行動の仕方を守る」という内
容，「伝統的な行動の仕方を大切に
する」という内容ということで我々
も表現上、苦しいところがありまし
た。一方で我が国固有の伝統文化
は、保健体育科では武道で、という
方針が中教審答申で明確に示されて
いたので。「態度」の内容で相手の
心を尊重するということが他の領域
の態度の内容とは大きく違うところ
です。「武道は，直接的に攻防しあ
うので，関連づけて礼を教えてもら
えませんか」と，講習会などでお話
ししても，なかなか難しいなと思っ
ています。今回の神吉先生や鈴木先
生のお話は、本当に現場で携わる方
の生の声ですし、私自身も現場出身
ですので真摯に受け止め、こういう
ことをすればさらに教育現場に受け
入れてもらえ役立つだろうという提
案をしなくてはと感じました。反省
を含めて学習指導要領の改訂の趣旨
について話をさせて頂きました。 
 
質疑８：（木原） 
　 先生自身が「楽しい」と思わない
と生徒には剣道の良さは絶対に伝わ
らないと思います。私は、サッカー
流の剣道があってもいいと思うし、
教員の得意な分野に絡めて剣道を展
開するのが一番伝えやすい方法だと
思います。さきほど、専門用語をど
うするかという話を伺いましたが、
僕自身は易しい言葉で深い内容を伝
えることが大切だと思います。「一
足一刀」や「左座右起」なども、話
言葉ではなかなか伝わらないです
ね。紙に漢字で書いて張って説明す
ることも大切ですが、そんなに難し
い言葉を使わなくても伝える方法も
あると思います。サッカーが得意な
先生ならサッカー流で教えてもらえ
ば、きっと、よりうまく楽しく伝え
られるし、運動量も稼げると思いま
す。 

!
司会：他に質問はありますか？ !
質疑９：（酒井、筑波大学） 
　 礼とか剣道を日常生活に生かす話
や、神吉先生の、打たれた痛みを相
手にも感じ取ってもらえるような話
など非常に感銘を受けました。先程
スライドを拝見したら、生徒たちの
態度がぴしーっとして素晴らしく
て、感心しています。ああいうのを
剣道の授業とリンクさせて行えば素
晴らしい成果が出ると思いますが、
きっとご苦労もあると思いますので
お聞かせください。 !
鈴木：生徒の実態のよってはうまく
いかない場合もあるのですが、大抵
の子たちは普段の生活にもきちんと
生かせております。制服の着方を，
フォーマルな場面とそうでない場面
と使い分けているのかもしれません
が、剣道をやっている私が生活指導
を担っていたため、集会の時には立
場で舞台に立って，「第一ボタンを
締めろ」「シャツは入れろ」とか服
装に関して正しく着こなすことがで
きるまで指導しました。いろんな考
え方をする先生方もいますので，
「そこまでしなくても…」と思われ
ていたかもしれませんが，あくまで
私がそういう立場だったので、私が
生徒指導主事の時はそう指導してい
ました。他にも「正しい生活」をさ
せようと子どもたちにはかかわって
いました。それが「剣道」の考え方
を生活に生かしていくことだと自分
では思っていたからです。ただ，そ
んな厳しいことばかり言っていたわ
けではありませんがね（笑）。ただ
「『剣道』を学べば，生活にも生か
せるんだな」ということをいろんな
方に理解していただきたいとはずっ
と思っていました。茨城県内の中学
で剣道の実施率は約３割（２７％）
です。それを増やすためには、今は
講習会や剣道の錬成会でそういう話
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をしたり、県内で剣道を実施してい
る学校を教えて頂き、そこに講習内
容校を流したりなどしました。生徒
指導が難しい学校が県南地区にもに
あり、言う事を聞かない生徒が（1学
年で）30人、つまり１クラス分もい
るところなどもあると聞いていま
す。そんな生徒指導に苦しんでいる
先生方に、少しでも武道的な考え方
を活かした生徒指導ができると体育
指導と生徒指導がリンクして，指導
しやすくなるのではないかと考えて
います。これが絶対とは思いません
が…。 !
酒井：神吉先生は、剣道では打たれ
たら相手の痛みを知ることを知って
ほしいとおっしゃっていましたが、
授業内で剣道をやらなければいけな
いことに対してどう思っているか教
えてください。 !
神吉：日本の伝統文化を教えるの
は、体育ではやはり剣道でしか方法
がないと思うのでやるべきだと思っ
ています。正座や黙想を含めて、こ
こで子供らに何かをつかんでもらえ
たらと思っています。 !
司会：他にありますか？ !

質疑１０：（大保木、埼玉大学） 
神吉先生のお話の中で、痛みを知る
ことを教えるくだりなどはなかなか
できないし、痛むからこそ相手を思
いやるというのは剣道特有の考えだ
と思います。剣道は相手を殺した時
代があったからこそ殺さない、とい
うことを考えたと思います。そうい
う取り上げられ方は、剣道経験者に
はあまり気付かないことですので感
心します。たとえば、相手をじーっ
と見つめることなんて普段やること
はあり得ませんよね。ストーカーと
間違えられますから（笑）、剣道は
相手を見つめます。経験者はそうい
うことは当たり前なのでその意味を
あまり考えたりしないのですが、未
経験者の方は考えますよね。また剣
道は「やー！」とか声を出します
が、他の競技では「キック！」とか
「シュートー！」とか言いませんよ
ね。そういうことについて、やった
ことがない子供達は疑問に思うでし
ょうし、私たちも理由を明確に答え
られません。神吉先生はそういう中
の一つを取り上げて、焦点を絞って
短い授業の中で「痛み」を気付かせ
ることに着目したことが素晴らしい
と思いました。 
　 鈴木先生に関しましては、剣道で
やっていることを日常的に生かせ、
ということがいいですよね。文部科
学省もそういう点を大切にし重点を
置いて指導している。スポーツは非
日常的な世界で、それを日常にもっ
てくる考えはあまりないのですが、
日常と地続きになって考えられてい
ることが武道なのかなと思った次第
です。 
　 そこで質問です。私はテニスを教
えることになった時、テニスの先生
に何が一番大切か聞いてみました。
すると「打点ですよね。スイートス
ポットにボールをどう当てるか分か
ればそれを中心に指導を組み立てて
ゆけばいいのだよ」と言われた時に
なるほどと思いました。剣道に置き

換えると、さきほど「一本」ってあ
りましたが、その「一本」に伝統文
化の何であるかを集約して教えるこ
とについてはいかがでしょうか。ど
こに焦点を合わせて授業をすすめた
らいいかお考えをお聞かせくださ
い。ある中学の授業では、３人一組
となり、一人が審判をし、それぞれ
５本ずつ面を打ち、それらが「一
本」であるか否かの判定試合を実施
しました。その判定は非常に的確で
した。そのあたりはどうなのかなと
思って質問しました。「一本」がな
ければ勝負ができません。その「一
本」が、難しく、入口であり出口で
もあると思うので、どのように教え
ておられるのかお訊ねします。 !
神吉：「一本を教える事」に対して
は、基本を教えた上で、足捌きがき
ちんとしているか、姿勢がきれい
で、打った場所が部位に当たってい
れば一本と見ていいのかなと考えて
います。 !
鈴木：生徒は有効打突については分
からないと思います。私は部活など
では剣道を指導してきましたが、授
業で教えたのは２年目なので有効打
突，打突部と打突部位など細かく教
えます。具体的には、剣道は人を殺
すことから始まっているので、刀の
この部分でしか人を斬れないのでこ
こが当たる事が一本であり（打突
部）、と、相手を打つのは部分で
（打突部位）、無言で打つのは失礼
である為「面」と言うんだよ、など
具体的に有効打突になるためには３
つ、（先程３つは多いと言いました
が、）あるうちの今日は２つがポイ
ントだよなど。難しい言葉を易しく
教えるのはさきほど先生が言われた
ようにすごくいいなと思いました。
以前、「防具がない中で剣道を行え
ないか？」と柴田先生に相談したこ
とがあります。スポーツチャンバラ
は非常に楽しいので、攻防の部分を
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スポーツチャンバラで教えてもいい
ですかと聞いたら、「導入の部分で
教えるのはいいと思うが攻防の際に
は、剣道とは違うだろう」とご指導
いただきました。それでスポーツチ
ャンバラは導入せず，今実践している
ような剣道授業のかたちになりまし
た。どちらかといえば、武道と言う
のは伝統的な行動の仕方や相手への
思いやりを教えることだと思いま
す。今の子は給食を残す時に理由を
聞くと「おいしくないから」と平気
で言います。作ってくれる人への思
いやりや、生き物を殺してそれを頂
くという思いやりを持つことは、体
育の中では剣道でしか教えられない
と思ったのでそういう気持ちで授業
に臨んでいました。ただし攻防に関
しては剣道具が必要不可欠であると
思いました。答えになっているかど
うか分かりませんが私の考えです。 !
司会：他にありますか？　 !
質疑１１：（吉村、東海大学） 
　 私が気になっていたことは怪我で
すね。救急車を呼ぶ事態はなかった
と先程おっしゃっていましたが、12
年間で具体的にどのような怪我があ
りましたか？ !

神吉：多少の擦り傷はありますが、
一番心配したのは目です。防具をつ
けずにふざけあって竹刀で叩き、そ
の竹刀が目に入りということがあり
ました。その時はすぐに病院へ行き
ました。竹刀が割れたのではなく、
竹刀先が目に入ったことがありまし
たが大事に至りませんでした。 !
司会：本日はお２人とも茨城から足
を運んでお話し頂きましてありがと
うございました。 
　 今一度、拍手をお願いします。本
日は誠にありがとうございました。 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!
平成２３年度　剣道専門分科会　事業報告 

!
1. 総会の開催 

平成２３年９月１日（木）：国際武道大学 
平成22年度事業報告（案）および平成22年度決算（案）、平成23年度事業 
計画（案）および平成23年度予算（案）を承認した。 !

2. 第44回大会における分科会企画フォーラムの開催 
日時：平成23年9月１日（木）14時～15時40分 
場所：国際武道大学　9号館 3階　D会場　9305教室 
テーマ：「剣道の固有性を考える」－海外における剣道学習者が、剣道に求めるもの（長期滞在指導の経
験を通して）－ 
○パネリスト　塩入 宏行　氏（埼玉大学名誉教授） 

本多 壮太郎氏（福岡教育大学） 
○司　　　会　田中 守　　氏（国際武道大学）　 

太田 順康　氏（大阪教育大学）　　　 !
3）研究会の開催 
①平成２４年5月28日（土）14時～16時 
場所：明治大学和泉キャンパス 
テーマ：「武道(剣道)研究の国際的交流の可能性について－韓国およびポーランドにおける武道研究の現
況を踏まえて」 
○パネリスト　百鬼史訓氏（東京農工大学） 
○司　　　会　長尾　進氏（明治大学）　　 
　　　　　　　　　　　※震災の影響で平成22年度分の企画を同日に開催した。 
②平成２４年３月17日（土）　14時～16時 
場所：講道館2階教室 
テーマ：「日本学としての武道」  
○パネリスト　山地征典氏（ハンガリー国エトヴェシュ・ロラーンド大学） 
○司　　　会　酒井利信氏（筑波大学）　　　　 !

4）幹事会の開催 
平成２３年  ４月 ９日(明治大学和泉キャンパス) 

：震災の影響で平成22年度第4回幹事会を同日に開催した。 
５月28日(明治大学和泉キャンパス） 
７月 ９日(講道館)　 
１１月12日(明治大学駿河台キャンパス) 

平成２４年  ３月１７日(講道館)　　 
5）会報第９号『ESPRIT　2010年度版 』（平成２３年８月２０日発行） 
6）ホームページ「KENDO　ARCHIVES」http://www.budo.ac/kendo/ の運営 
　・会報第９号『ESPRIT　2010年度版 』を掲載。 
・ホームページをリニューアルした。 
7）会費の徴収  
　　平成２３年度会費2,000円を徴収した。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 !!
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平成２４年度事業計画 
!

1.総会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　 
平成24年９月７日（金）　東京農工大学　13時～ 
平成23年度事業報告および平成23年度決算、平成24年度事業 
計画（案）および平成24年度予算（案）等 

2.第45回大会における分科会企画フォーラムの開催　　　　　　　　　　　　 
テーマ　「あらためて、剣道具を考える」 
日時：　平成24年9月７日（金）　13：30－16：00 
場所：　東京農工大学　小金井キャンパス　 
講師：　 
１．剣道具の歴史研究から  　 中村民雄氏（福島大学） 
　　     13:40～14:00(20分) 
２．剣道具の実証的研究の立場から　百鬼史訓氏（東京農工大学） 
     14:00～14:20(20分) 
３．剣道具製作者の立場から　　　　 森下捷三氏（全国剣道具職人会代表） 
     14:30～15:00（30分） 

質疑応答　　　　　　　　　　　        15:10～15:50（40分） 
司会：　大保木輝雄氏（埼玉大学） !

3.研究会の開催 
日　時：　平成２５年３月３０日（土）　１６：００～１８：００ 
場　所：　明治大学　駿河台キャンパス　研究棟２階　第９会議室 
テーマ：「中学校武道完全必修化，一年目の教育現場からの報告 
                                                    ～剣道専攻経験教師、未経験教師、の2例～」 
講　師：神吉哲寛　先生（茨城県稲敷市立新利根中学校教諭） 
　　　　 鈴木邦弘　先生（茨城県取手市立戸頭中学校教諭） !

4.幹事会の開催 
原則として、本部理事会開催日に幹事会を行う。 
（5月26日、7月14日、11月24日、3月30日） !

5.広報活動の活性化 
　　　・剣道に関する学術情報の英訳 

・他学会及び海外研究機関との交流活性化。 !
6.会報第10号『ESPRIT2011年度版』の発行（８月発行予定） 
7.ホームページ「KENDO　ARCHIVES」http://www.budo.ac/kendo/ の運営 
8.会費の徴収　　年度会費2,000円　（７月末案内発送予定）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 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○残暑厳しい折、会員の皆様にお見舞い申し上げます。夏の気温は観測史を塗り替え、ゲリラ豪雨、竜巻被害が
相次ぐ異常気象でしたが、常なるものの変化にさえも、あたふたしないという剣道の教えを忘れないように自戒
します。遅くなりましたが、会報１１号をお届けします。さて、本号では中学校武道必修化においてお二人の先
生の授業実践報告をきき、授業時間の短さ、学習指導要領の理解など現場の大変さを知ることのできる機会でし
た。また、今年の剣道専門分科会シンポジウムは、鹿島新當流剣術第65代宗家 吉川常隆をお招きして「鹿島新
當流剣術のわざをみる」を筑波大学剣道場で開催（9月12日（木）14時～15時40分）させていただきます。是
非、多数のご参加をお待ちしております。剣道界の大行事として10月には、ロシア・サンクトペテルスブルグ市
で第２回スポーツアコード・ワールド・コンバットゲームズ武術大会（The２nd SportAccord World Combat 
Games: St. Petersburg. 10月21日・22日）が開催されますが、前回に続き剣道の本質をいかに示してゆくか、
また将来的に理解されるのか注目されるところです。海外から本会へ入会希望もあるなか、益々、現在の記録を
未来に残す作業が大事になってくると思っています。（数馬） 
!

○剣道専門分科会企画フォーラムでは剣道具が、研究会では教育現場の現状が取り上げられました。一見、異な
った分野のように思えますが、剣道の文化的価値を如何に省略せずに後世に伝えていくのかという点で共通点を
みることができました。会報の編集にあたり、これらのような様々な剣道に関する英知を結びつけるハブとして
の役割も、専門分科会の機能の一つとして重要であると感じました。（齋藤）

日本武道学会剣道専門分科会事務局 
〒163-8677  東京都新宿区西新宿１－２４－２　 

工学院大学　基礎・教養教育部門　数馬広二研究室気付 
E-Mail: kazuma@cc.kogakuin.ac.jp 
http://www.budo.ac/kendo/ 

スポーツアコードホームページより
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